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(57)【要約】
【課題】排泄液の吸収性に優れるとともに、着用者に対
するフィット性が良好な吸収性物品を提供する。
【解決手段】本発明の吸収性物品１は、吸収体２２と、
吸収体２２の表面を被覆するように配置され、少なくと
も一部が液透過性材料からなるトップシート１８と、吸
収体２２の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバ
ックシート２０とを備えた吸収性物品１であって、吸収
体２２は、吸収体２２の表面から裏面に貫通する孔部１
５が形成されたものであり、吸収体２２の表面にはトッ
プシート１８が配置され、吸収体２２の裏面には、孔部
１５の開口部を含む領域を覆うように、吸収体２２より
も液透過性の高い拡散シート２３が配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収体と、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材
料からなるトップシートと、前記吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバッ
クシートとを備えた吸収性物品であって、
　前記吸収体は、前記吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成されたものであり、
　前記吸収体の表面には前記トップシートが配置されるとともに、前記吸収体の裏面には
、前記孔部の開口部を含む領域を覆うように、前記吸収体よりも液透過性の高い拡散シー
トが配置されている吸収性物品。
【請求項２】
　前記トップシートは、前記吸収体の表面を被覆するとともに、前記吸収体の前記孔部の
内周面、及び前記孔部から露出している前記拡散シートを被覆するものであり、前記トッ
プシートと前記拡散シートとは、前記吸収体の裏面側の前記孔部の開口部にて接合されて
いる請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　吸収体と、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材
料からなるトップシートと、前記吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバッ
クシートとを備えた吸収性物品であって、
　前記吸収体は、第一の吸収体と第二の吸収体とを有し、前記第一の吸収体は、前記第一
の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成されており、
　前記第一の吸収体の表面には前記トップシートが配置されるとともに、前記第一の吸収
体と前記第二の吸収体との間には、前記第一の吸収体の前記孔部の開口部を含む領域を覆
うように、前記第一の吸収体よりも液透過性の高い拡散シートが配置されている吸収性物
品。
【請求項４】
　前記トップシートは、前記第一の吸収体の表面を被覆するとともに、前記第一の吸収体
の前記孔部の内周面、及び前記孔部から露出している前記拡散シートを被覆するものであ
り、前記トップシートと前記拡散シートとは、前記第一の吸収体の裏面側の前記孔部の開
口部にて接合されている請求項３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記第二の吸収体は、前記第二の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成されたも
のであり、前記バックシートは、前記第二の吸収体の裏面を被覆するとともに、前記第二
の吸収体の前記孔部の内周面、及び前記第二の吸収体の前記孔部から露出している前記拡
散シートの裏面を被覆するものであり、前記バックシートと前記拡散シートとは、前記第
二の吸収体の表面側の前記孔部の開口部にて接合されている請求項３又は４に記載の吸収
性物品。
【請求項６】
　吸収体と、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材
料からなるトップシートと、前記吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバッ
クシートとを備えた吸収性物品であって、
　前記吸収体は、第一の吸収体と第二の吸収体とを有し、前記第一の吸収体は、前記第一
の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成され、前記第二の吸収体は、前記第二の吸
収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成されており、
　前記第一の吸収体の表面には前記トップシートが配置されるとともに、前記第一の吸収
体と前記第二の吸収体との間には、前記第一の吸収体の前記孔部の開口部を含む領域を覆
うように、前記第一の吸収体よりも液透過性の高い第一の拡散シートが配置され、且つ、
　前記第二の吸収体の裏面には、前記第二の吸収体の前記孔部の開口部を含む領域を覆う
ように、前記第二の吸収体よりも液透過性の高い第二の拡散シートが配置されている吸収
性物品。
【請求項７】
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　前記トップシートは、前記第一の吸収体の表面を被覆するとともに、前記第一の吸収体
の前記孔部の内周面、及び前記孔部から露出している前記第一の拡散シートを被覆するも
のであり、前記トップシートと前記第一の拡散シートとは、前記第一の吸収体の裏面側の
前記孔部の開口部にて接合されている請求項６に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記第一の吸収体の前記孔部と、前記第二の吸収体の前記孔部とが、異なる位置に形成
されている請求項５～７のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記第一の吸収体の前記孔部と、前記第二の吸収体の前記孔部とが、同一位置に形成さ
れている請求項５～７のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記吸収体に形成された前記孔部は、前記孔部の開口部が前記吸収体の長手方向に延び
る細長形状である請求項１～９のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記吸収体に形成された前記孔部が、着用者の排泄部位に形成されている請求項１～１
０のいずれかに記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品に関する。更に詳しくは、排泄液の吸収性に優れた吸収性物品に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　吸収性物品は、尿などの排泄液を吸収する使い捨ておむつ（例えば、テープ型おむつ、
パンツ型おむつ、尿パッド等）や、経血を吸収する生理用ナプキン、おりものを吸収する
おりものシートなどで利用されている。例えば、乳幼児用、或いは高齢者・障害者等の成
人用の吸収性物品として、トップシートと、バックシートと、両シートの間の一部に介装
された吸収体とを備えた使い捨ておむつが用いられている。
【０００３】
　このような吸収性物品、例えば、使い捨ておむつは、トップシートの表面を着用者の肌
に接するように宛がって使用することにより、着用者の排泄した尿はトップシートを透過
して、吸収体によって吸収・保持されるとともに、防漏性に優れたバックシートによって
、排泄液の外部への漏洩が防止されるというものである。
【０００４】
　従来の吸収性物品では、トップシートから浸透した排泄液を、吸収体の表面側（着用者
の肌側）から、吸収体の吸収速度に合わせて吸収していた。しかしながら、吸収体の吸収
速度を超える排泄速度、又は一度に大量の排泄液が排泄された場合は、トップシート上を
排泄液が流れていくという現象が起きていた。このような場合には、吸収されずトップシ
ート上を流れた排泄液により、着用者の肌の広い範囲を汚し、不快な感触を起こさせるば
かりではなく、かぶれの原因となっていた。更に、トップシート上を流れた排泄液は、吸
収性物品の外へ漏れてしまうということもあった。
【０００５】
　一方、吸収性物品のトップシート側、即ち、吸収体の表面側から順次吸収される排泄液
は、吸収体の厚さ方向で、吸収体の表面側に多く偏在し易かった。このため、着用者が体
圧を掛けた場合等において、トップシート側から排泄液が逆戻りし易く、不快なだけでな
く、かぶれ等の原因ともなっていた。
【０００６】
　このようなことから、トップシートと吸収体の間に拡散層を配置した吸収性物品が提案
されている。これは、吸収体に吸収しきれない排泄液を拡散層内で分散させ、一時的に排
泄液を保持するとともに、より広い範囲で分散吸収を促すことで、吸収速度を早めて、ト
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ップシート上での排泄液の流れを防いで、液漏れを防止するという効果があった。
【０００７】
　また、排泄液の長手方向への拡散性に優れ、股間部に沿って曲がり易くフィット性を向
上させることを目的として、吸収体の表面及び裏面に、長手方向に沿う溝を形成した使い
捨ておむつが開示されている（例えば、特許文献１及び２参照）。
【０００８】
【特許文献１】特許第３６１６０７７号公報
【特許文献２】特開２００５－３４６５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、トップシートと吸収体の間に拡散層を配置した従来の吸収性物品におい
ては、吸収体のトップシート側の表面における吸収面積を広げるだけであり、吸収速度を
高める方法としては十分なものではないという問題があった。また、トップシートと吸収
体の間に拡散層を配置したとしても、拡散した排泄液は吸収体の表面から吸収されるとい
うことは、拡散層のない吸収性物品と変わらないため、排泄液がトップシート側に偏在し
てしまい排泄液が逆戻りしやすいという問題は解決されていなかった。
【００１０】
　また、特許文献１及び２の吸収性物品（使い捨ておむつ）は、吸収体に溝を形成してい
るために、この溝で吸収性物品が折れ曲がり、股下部位で隙間が形成され難いという点で
は、フィット性に優れたものである。しかしながら、トップシートから吸収体の表面に順
次排泄液が吸収されるという構成は通常の吸収性物品と変わらず、排泄液の吸収速度が低
いという問題があった。なお、この特許文献１及び２においては、上下の吸収体の間に、
両者を分断するように、クレープ紙からなる透水性シートを配置する方法も開示されてお
り、この透水性シートを伝って平面的に排泄液が拡散するとされているが、このようなク
レープ紙からなる透水性シートに沿って排泄液が移動する速度は、排泄液の排泄速度に比
べて極めて遅く、このようなクレープ紙からなる透水性シートを配置したとしても、吸収
性物品の吸収速度を早めることはできなかった。
【００１１】
　本発明は、このような従来技術の課題を解決するためになされたものであって、排泄液
の吸収性に優れた吸収性物品を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者は、前記のような従来技術の課題を解決するために鋭意検討した結果、吸収体
とトップシートとバックシートとを備えた吸収性物品において、上記吸収体として、吸収
体の表面から裏面に貫通する孔部が形成されたものを用い、更に、この吸収体の裏面に、
上記した孔部の開口部を含む領域を覆うように、吸収体よりも液透過性の高い拡散シート
を配置することにより、上記課題が解決されることに想到し、本発明を完成させた。具体
的には、本発明により、以下の吸収性物品が提供される。
【００１３】
［１］　吸収体と、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透
過性材料からなるトップシートと、前記吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からな
るバックシートとを備えた吸収性物品であって、前記吸収体は、前記吸収体の表面から裏
面に貫通する孔部が形成されたものであり、前記吸収体の表面には前記トップシートが配
置されるとともに、前記吸収体の裏面には、前記孔部の開口部を含む領域を覆うように、
前記吸収体よりも液透過性の高い拡散シートが配置されている吸収性物品（以下、「第一
の吸収性物品」ということがある）。
【００１４】
［２］　前記トップシートは、前記吸収体の表面を被覆するとともに、前記吸収体の前記
孔部の内周面、及び前記孔部から露出している前記拡散シートを被覆するものであり、前
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記トップシートと前記拡散シートとは、前記吸収体の裏面側の前記孔部の開口部にて接合
されている前記［１］に記載の吸収性物品。
【００１５】
［３］　吸収体と、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透
過性材料からなるトップシートと、前記吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からな
るバックシートとを備えた吸収性物品であって、前記吸収体は、第一の吸収体と第二の吸
収体とを有し、前記第一の吸収体は、前記第一の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が
形成されており、前記第一の吸収体の表面には前記トップシートが配置されるとともに、
前記第一の吸収体と前記第二の吸収体との間には、前記第一の吸収体の前記孔部の開口部
を含む領域を覆うように、前記第一の吸収体よりも液透過性の高い拡散シートが配置され
ている吸収性物品（以下、「第二の吸収性物品」ということがある）。
【００１６】
［４］　前記トップシートは、前記第一の吸収体の表面を被覆するとともに、前記第一の
吸収体の前記孔部の内周面、及び前記孔部から露出している前記拡散シートを被覆するも
のであり、前記トップシートと前記拡散シートとは、前記第一の吸収体の裏面側の前記孔
部の開口部にて接合されている前記［３］に記載の吸収性物品。
【００１７】
［５］　前記第二の吸収体は、前記第二の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成さ
れたものであり、前記バックシートは、前記第二の吸収体の裏面を被覆するとともに、前
記第二の吸収体の前記孔部の内周面、及び前記第二の吸収体の前記孔部から露出している
前記拡散シートの裏面を被覆するものであり、前記バックシートと前記拡散シートとは、
前記第二の吸収体の表面側の前記孔部の開口部にて接合されている前記［３］又は［４］
に記載の吸収性物品。
【００１８】
［６］　吸収体と、前記吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透
過性材料からなるトップシートと、前記吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からな
るバックシートとを備えた吸収性物品であって、前記吸収体は、第一の吸収体と第二の吸
収体とを有し、前記第一の吸収体は、前記第一の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が
形成され、前記第二の吸収体は、前記第二の吸収体の表面から裏面に貫通する孔部が形成
されており、前記第一の吸収体の表面には前記トップシートが配置されるとともに、前記
第一の吸収体と前記第二の吸収体との間には、前記第一の吸収体の前記孔部の開口部を含
む領域を覆うように、前記第一の吸収体よりも液透過性の高い第一の拡散シートが配置さ
れ、且つ、前記第二の吸収体の裏面には、前記第二の吸収体の前記孔部の開口部を含む領
域を覆うように、前記第二の吸収体よりも液透過性の高い第二の拡散シートが配置されて
いる吸収性物品（以下、「第三の吸収性物品」ということがある）。
【００１９】
［７］　前記トップシートは、前記第一の吸収体の表面を被覆するとともに、前記第一の
吸収体の前記孔部の内周面、及び前記孔部から露出している前記第一の拡散シートを被覆
するものであり、前記トップシートと前記第一の拡散シートとは、前記第一の吸収体の裏
面側の前記孔部の開口部にて接合されている前記［６］に記載の吸収性物品。
【００２０】
［８］　前記第一の吸収体の前記孔部と、前記第二の吸収体の前記孔部とが、異なる位置
に形成されている前記［５］～［７］のいずれかに記載の吸収性物品。
【００２１】
［９］　前記第一の吸収体の前記孔部と、前記第二の吸収体の前記孔部とが、同一位置に
形成されている前記［５］～［７］のいずれかに記載の吸収性物品。
【００２２】
［１０］　前記吸収体に形成された前記孔部は、前記孔部の開口部が前記吸収体の長手方
向に延びる細長形状である前記［１］～［９］のいずれかに記載の吸収性物品。
【００２３】
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［１１］　前記吸収体に形成された前記孔部が、着用者の排泄部位に形成されている前記
［１］～［１０］のいずれかに記載の吸収性物品。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の吸収性物品（第一～第三の吸収性物品）は、排泄液の吸収性に優れたものであ
る。即ち、本発明の吸収性物品は、排泄液を吸収体のトップシート側の面（表面）におけ
る排泄部位にて吸収するとともに、その排泄液の一部を吸収体（第二及び第三の吸収性物
品においては、第一の吸収体）の孔部を通過させ、吸収体（第一の吸収体）よりも液透過
性の高い拡散シート（第三の吸収性物品においては、第一の拡散シート）に浸透させて、
この拡散シート（第一の拡散シート）を経由させて吸収体（第一の吸収体）の裏面から排
泄液を吸収することができる。このように、排泄液をより広い領域で吸収することができ
るため、本発明の吸収性物品は、排泄液の吸収速度が高く、吸収性に優れている。
【００２５】
　また、第二及び第三の吸収性物品は、上記した第一の吸収体に配置された拡散シートの
裏面に、第二の吸収体を更に有しているため、吸収性物品の吸収性を更に向上させること
ができる。
【００２６】
　更に、第三の吸収性物品は、第二の吸収体の裏面側に第二の拡散シートが配置されてい
るため、この第二の拡散シートを経由させて、第二の吸収体の裏面からも排泄液が吸収さ
れる。このため、排泄液の吸収速度が更に高くなり、より吸収性に優れている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の吸収性物品（第一～第三の吸収性物品）を実施するための最良の形態に
ついて図面を参照しつつ具体的に説明する。但し、本発明はその発明特定事項を備える吸
収性物品を広く包含するものであり、以下の実施形態に限定されるものではない。
【００２８】
［１］吸収性物品：
　本発明の吸収性物品（第一～第三の吸収性物品）は、吸収体と、前記吸収体の表面を被
覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシートと、前記吸
収体の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバックシートとを備えた吸収性物品であ
る。
【００２９】
　このような吸収性物品は、尿などの排泄物を吸収性する使い捨ておむつ（例えば、テー
プ型おむつ、パンツ型おむつ、尿パッド等）や、経血を吸収する生理用ナプキン、おりも
のを吸収するおりものシート等として利用することができる。
【００３０】
［１－１］第一の吸収性物品：
　本発明の第一の吸収性物品は、図１～図３に示す吸収性物品１のように、吸収体２２と
、吸収体２２の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料からなる
トップシート１８と、吸収体２２の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバックシー
ト２０とを備えた吸収性物品１であって、吸収体２２は、吸収体２２の表面から裏面に貫
通する孔部１５が形成されたものであり、吸収体２２の表面にはトップシート１８が配置
され、吸収体２２の裏面には、孔部１５の開口部を含む領域を覆うように、吸収体２２よ
りも液透過性の高い拡散シート２３が配置されている。なお、ここで、図１は、本発明の
第一の吸収性物品の一の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり、第一の吸収性物品を
トップシート側から見た状態を示す図である。また、図２は、図１に示す第一の吸収性物
品をＡ－Ａ’線に沿って切断した断面を示す概略断面図であり、図３は、図１に示す第一
の吸収性物品をＢ－Ｂ’線に沿って切断した断面を示す概略断面図である。
【００３１】
　このように構成することによって、本発明の第一の吸収性物品は、着用者から排泄され
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た排泄液を、吸収体のトップシート側の面（吸収体の表面）から吸収するとともに、その
排泄液の一部を孔部を通過させ、吸収体よりも液透過性の高い拡散シートを素早く通過さ
せて拡散させることができ、吸収体の裏面側からも排泄液を吸収することができる。この
ため、第一の吸収性物品は、実際に排泄液と接触し、その排泄液を吸収する部位の面積を
増大させることが可能であり、吸収体の吸収速度を大きく向上させることができる。この
ため、本発明の第一の吸収性物品は、従来では処理することのできなかった大量の排泄液
や、排泄速度の速い排泄液を良好に吸収し、液漏れを防止することができる。
【００３２】
　また、本発明の第一の吸収性物品は、排泄液が一箇所に集中して吸収されることがない
ため、繰り返し排泄液が排泄された場合であっても、排泄部位（例えば、着用時における
股下部）における吸収体の吸収力の余力（以下、「吸収余力」ということがある）が残り
易い。このため、例えば、着用者が吸収性物品に体圧を掛けた場合などでも、上記吸収余
力が残っている場合には、吸収した排泄液が逆戻り（液戻り、ともいう）し難いため、べ
た付きが少なく、良好に使用することができる。
【００３３】
　更に、上記したように吸収体の裏面からも排泄液を直接吸収することができるため、吸
収された排泄液が吸収体の表面側（即ち、着用者の肌側）に偏在することがなく、上記し
た排泄液の逆戻りを有効に防止することができる。
【００３４】
　更に、第一の吸収性物品において、前記吸収体に形成された前記孔部を、孔部の開口部
が吸収体の長手方向に延びる細長形状となるように形成することにより、この孔部によっ
て吸収体が折り曲がり着用者の排尿部位に密着し易くすることができ、着用者に対するフ
ィット性を向上させることができる。また、前身頃、股下部及び後身頃の各部から構成さ
れた使い捨ておむつとして用いた場合には、脚周りへのフィット性を向上させることがで
き、脚周りからの液漏れを有効に防止することも可能となる。
【００３５】
　なお、本発明の吸収性物品においては、拡散シートとして、拡散シートの表面側に配置
される吸収体よりも液透過性の高いシートを用いる。拡散シートと吸収体との液透過性を
比較する方法としては、以下に挙げる方法を用いることができる。
【００３６】
　まず、本発明の吸収性物品に用いる吸収体（以下、「吸収体Ａ」ということがある）と
、吸収体Ａと同様の吸収体の上面に拡散シートを配置した吸収体（以下、「吸収体Ｂ」と
いうことがある）との、二種類の吸収体を用意する。それぞれの吸収体（吸収体Ａ，Ｂ）
をトップシートとバックシートとの間に介装させて、排泄液に見立てた同量の生理食塩水
を吸収させ、全ての生理食塩水が吸収体に吸収されるのにかかる時間（吸収時間）を測定
する。
【００３７】
　吸収体Ｂのほうが吸収時間が短い場合には、拡散シートの液透過性が、吸収体よりも高
いということであり、逆に、吸収体Ａのほうが吸収時間が短い場合には、拡散シートの液
透過性が、吸収体よりも低いということである。
【００３８】
［１－１ａ］吸収体：
　吸収体は、着用者の尿を吸収し、保持するための部材である。吸収体は、着用者の尿や
体液を吸収し保持する必要から、吸収性材料によって構成される。
【００３９】
　吸収体は、トップシートとバックシートの間に挟み込まれ、トップシートとバックシー
トとの周縁部が封着されることによって、トップシートとバックシートとの間に介装され
る。従って、吸収体の周縁部にはトップシートとバックシートの間に吸収体が介装されて
いないフラップ部が形成されているか、前記トップシートとバックシートとのうちの少な
くとも一方により吸収体縁部が包まれている。
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【００４０】
　そして、第一の吸収性物品においては、この吸収体が、その表面から裏面に貫通する孔
部が形成されたものであり、この吸収体の表面にはトップシートが配置され、吸収体の裏
面には、孔部の開口部を含む領域を覆うように、吸収体よりも液透過性の高い拡散シート
が配置されている。
【００４１】
　吸収体は、その全体が親水性シートによって包み込まれていることが好ましい。このよ
うな構成は、吸収体からＳＡＰが漏洩することを防止し、吸収体に形状安定性を付与する
ことができるという利点がある。
【００４２】
　吸収体全体の形状については特に制限はないが、従来の使い捨ておむつ、その他の吸収
性物品において使用される形状、例えば、矩形状、砂時計型、ひょうたん型、Ｔ字型等を
挙げることができる。
【００４３】
　吸収体を構成する吸収性材料としては、一般的な吸収性物品、例えば、使い捨ておむつ
等に通常使用される従来公知の吸収性材料、例えば、フラッフパルプ、高吸水性ポリマー
（Ｓｕｐｅｒ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｐｏｌｙｍｅｒ；以下、「ＳＡＰ」と記す）、親水
性シート等を挙げることができる。フラッフパルプとしては木材パルプや非木材パルプを
綿状に解繊したものを、ＳＡＰとしてはポリアクリル酸ナトリウムを、親水性シートとし
てはティシュ、吸収紙、親水化処理を行った不織布を用いることが好ましい。また、吸収
体の型崩れ対策として熱融着繊維等の合成繊維を含んでいてもよい。
【００４４】
　これらの吸収性材料は、通常、単層ないしは複層のマット状として用いられる。この際
、前記の吸収性材料のうち１種を単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。中
でも、フラッフパルプ１００質量部に対して、１０～５００質量部程度のＳＡＰを併用し
たものが好ましい。この際、ＳＡＰはフラッフパルプの各マット中に均一に混合されてい
てもよいし、複層のフラッフパルプの層間に層状に配置されていてもよい。
【００４５】
　なお、吸収体には、その表面側に（例えば、吸収体とトップシートとの間に）、尿や体
液等の液体を拡散させるための他の拡散シート（以下、「表面側拡散シート」ということ
がある）を付帯的に配置してもよい。この表面側拡散シートを付設すると、吸収体の吸収
速度以上の勢いで排泄液が排泄された場合でも、表面側拡散シート間で排泄液を一時保存
、拡散させることができるために、排泄液の吸収が間に合わずにトップシート上を流れて
漏れることを防ぐ効果がある。
【００４６】
　表面側拡散シートを構成する材料としては、吸収体の裏面に配置する拡散シートと同様
に構成されたものを用いることができる。
【００４７】
　吸収体に形成された孔部は、トップシートを透過して吸収体に到達した排泄液の一部が
流入し、この孔部を通過した排泄液が拡散シートに浸透するような形状のものであれば特
に制限はないが、例えば、吸収体の孔部は、孔部の開口部が吸収体の長手方向に延びる細
長形状であることが好ましい。
【００４８】
　このように構成することによって、例えば、排尿部位に相当する領域に集中的に排泄液
が流入したとしても、排泄液が細長形状の孔部を伝って長手方向に分散するため、吸収体
における排尿部位のみに集中的に排泄液が吸収されるのを効果的に防止することができ、
吸収体のより広い範囲を用いて排泄液を吸収させることができる。
【００４９】
　また、上記したように、長手方向に孔部を形成することによって、吸収性物品を孔部に
沿って長手方向で折り曲げ易くなり、排泄部位へ密着させ易くすることができ、更に、脚
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周りのフィット性も向上させることができる。このため、液漏れ防止の効果を更に向上さ
せることができる。また、排泄部位から吸収性物品外部への距離が最も短い吸収体の幅方
向への排泄液の流れを食い止めて、排泄液を長手方向に誘導して、股下部からの液漏れを
防止することができる。
【００５０】
　また、このように長手方向に孔部を形成することによって、吸収体の裏面に配置された
拡散シートを経由させて吸収体の裏面から排泄液を吸収する際にも、排泄液が拡散し易く
なり、効率よく排泄液を吸収させることができる。
【００５１】
　また、吸収体に複数の細長形状の孔部が形成されている場合には、それぞれの孔部の幅
が同一であってもよいし、異なっていてもよい。なお、一つの孔部についても、同一の幅
で長手方向に形成されたものであってもよいし、長手方向に孔部の幅が異なるように構成
されたものであってもよい。
【００５２】
　なお、特に限定されることはないが、孔部の開口部が吸収体の長手方向に延びる細長形
状である場合には、その幅が５～３５ｍｍであることが好ましく、１０～２５ｍｍである
ことが更に好ましい。孔部の開口部の幅が狭すぎると、吸収体を孔部にて折り曲げて排尿
部位に押し当てた際に、フィット性が低下することがある。また、孔部の開口部の幅が狭
すぎると、排泄液が孔部を通過し難くなることがある。更に、吸収体がよれたり型崩れし
たりした場合や、吸収体が膨潤した場合に、孔部の周辺が崩れて孔部が塞がってしまい、
十分な効果が得られなくなることがある。一方、開口部の幅が広すぎると、排尿部位にお
ける吸収体の吸収力が低下するとともに、この孔部から吸収体が裂け易くなってしまうこ
とがある。
【００５３】
　なお、図１及び図２に示す第一の吸収性物品１においては、吸収体２２の長手方向の一
方の端部側に、開口部が長手方向に延びる細長形状の孔部１５が、吸収体２２の幅方向に
３個形成された例を示しているが、孔部１５の数及び形成する位置については特に制限は
なく、例えば、図４及び図５に示すように、開口部が長手方向に延びる細長形状の孔部１
５が、吸収体２２の幅方向に２個形成されたものであってもよいし、例えば、図６及び図
７に示すように、開口部が長手方向に延びる細長形状の孔部１５が、吸収体２２の幅方向
の略中央部に、長手方向に沿って複数個（図６及び図７においては、３個）形成されたも
のであってもよい。ここで、図４は、本発明の第一の吸収性物品の他の実施形態を示す一
部切り欠き平面図であり、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図であり、図
５は、図４に示す吸収性物品をＣ－Ｃ’線に沿って切断した断面を示す概略断面図である
。また、図６は、本発明の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であ
り、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図であり、図７は、図６に示す吸収
性物品をＤ－Ｄ’線に沿って切断した断面を示す概略断面図である。なお、図４～図７に
おいて、図１～図３に示す吸収性物品の各要素と同様に構成されているものについては、
同一の符号を付して説明を省略する。
【００５４】
　また、吸収体の幅方向に複数の孔部を形成する場合には、複数の孔部の開口部が平行に
なるように形成する必要はなく、例えば、図８Ａに示すように、吸収体２２の側縁側の孔
部１５の開口部を長手方向の中心軸からずらして形成してもよい。また、例えば、開口部
の形状を直線状のものとせずに、曲線状のものとしてもよい。例えば、図８Ｂにおいては
、吸収体２２の側縁側の孔部１５の開口部の形状を曲線状（具体的には、円弧状）に形成
した場合の例を示している。これらのように構成することによって、第一の吸収性物品を
使い捨ておむつ等として用いた場合に、脚周り等に隙間ができ難く、脚周り等からの液漏
れを有効に防止することも可能となる。
【００５５】
　また、本発明の第一の吸収性物品においては、図９Ａ及び図９Ｂに示すように、吸収体
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２２の長手方向の少なくとも一方の端部に掛かるように孔部１５が形成されていてもよい
。なお、図９Ａは、吸収体の長手方向の少なくとも一方の端部に掛かるように孔部が形成
された例を示し、図９Ｂは、吸収体の長手方向の一方の端部から他方の端部へと連続する
孔部が形成された例を示している。ここで、図８Ａ、図８Ｂ、図９Ａ、及び図９Ｂは、本
発明の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり、吸収性物品をト
ップシート側から見た状態を示す図である。なお、図８Ａ、図８Ｂ、図９Ａ、及び図９Ｂ
において、図１～図３に示す吸収性物品の各要素と同様に構成されているものについては
、同一の符号を付して説明を省略する。
【００５６】
　また、図示は省略するが、非連続の孔部が吸収体の長手方向の両端部に掛かるように形
成されていてもよい。
【００５７】
　なお、このような孔部を形成する方法としては、吸収体を形成するフォーミングドラム
に組み込む方法を挙げることができる。具体的には、吸収体の形状に積繊すべく形成され
ているフォーミングドラムの凹部の中に、孔部に相当する部分に凸部を形成しておき、吸
収体の中にパルプ等が積繊されていない孔部を形成する方法である。
【００５８】
　また、孔部のない吸収体を形成した後に、孔部に相当する部分を打ち抜き等の方法によ
って抜き取り、孔部を形成する方法もある。
【００５９】
　上記したフォーミングドラムに組み込む方法では、孔部を打ち抜き等で除去する工程が
必要ないため、トリムの処理も必要なく、孔部の形成が容易である。一方、上記した打ち
抜き等により孔部を形成する方法では、開口部が小さな孔部や、複雑な形状の孔部を比較
的容易に形成することができる。
【００６０】
　なお、図面では、複数個の孔部が形成されている例や、孔部が一個の場合には、長手方
向の全長に亘って形成されている例を示しているが、吸収性物品における排泄部位に相当
する領域のみに孔部が形成されていてもよい。
【００６１】
［１－１ｂ］拡散シート：
　本発明の第一の吸収性物品に用いられる拡散シートは、吸収体の裏面に、吸収体に形成
された孔部の開口部を含む領域を覆うように配置されたものである。そして、この拡散シ
ートは、吸収体よりも液透過性の高いものであり、吸収体の孔部に排泄液が流入した場合
に、吸収体に吸収されるよりも早く排泄液を拡散シートに浸透させて拡散させることがで
きる。
【００６２】
　このような拡散シートとしては、不織布や多孔性プラスチックフィルム等を用いること
ができる。拡散シートを構成する主な繊維及び樹脂は、ポリプロピレンやポリエチレン等
のポリオレフィン、ポリエステル、ナイロン等のポリアミド、アクリル、ビニロン、或い
はこれらの複合繊維又は複合樹脂等を挙げることができる。不織布の場合、これらの繊維
をサーマルボンド法、レジンボンド等のケミカルボンド法、ニードルパンチ法、スパンレ
ース法などの方法で成形することによって拡散シートを得ることができる。特に好ましく
は、サーマルボンド法の中でも熱風で形成する嵩高のカード熱風不織布や、ケミカルボン
ド法で目が粗く形成されたレジンボンド不織布を挙げることができる。その坪量は、１０
～５０ｇ／ｍ２ であることが好ましく、２０～３５ｇ／ｍ２ であることが更に好ましい。
また、多孔性プラスチックフィルムの場合は、その坪量は１５～６０ｇ／ｍ２ であること
が好ましく、２０～４５ｇ／ｍ２ であることが更に好ましい。
【００６３】
　なお、本発明の吸収性物品に用いられる拡散シートは、孔部からの裂けを防止するため
に、湿潤強度が３．０Ｎ／２５ｍｍ以上であることが好ましく、６．０Ｎ／２５ｍｍ以上
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であることが更に好ましい。なお、湿潤強度は、ＪＩＳ　Ｐ８１３５に準拠して測定した
値である。例えば、クレープ紙等は、湿潤強度が２．０Ｎ／２５ｍｍ以下と弱いため、孔
部で濡れると、孔部より裂けてしまうことがある。
【００６４】
　拡散シートの幅については、吸収体に形成された孔部の開口部を含む領域を覆うように
配置することが可能な大きさであれば特に制限はない。図１～図３の吸収性物品１におい
ては、吸収体２２が砂時計型であり、この吸収体２２の最も幅が狭い部位（即ち、砂時計
型の括れた部位）と同程度の幅の長方形の拡散シート２３が配置された例を示しているが
、例えば、図１０Ａに示すように、拡散シート２３が、吸収体２２と略同一の幅のもので
あってもよいし、図１０Ｂに示すように、拡散シート２３が、吸収体２２よりも幅広のも
のであってもよい。ここで、図１０Ａ及び図１０Ｂは、本発明の吸収性物品の更に他の実
施形態を示す断面図である。なお、図１０Ａ及び図１０Ｂにおいて、図１～図３に示す吸
収性物品の各要素と同様に構成されているものについては、同一の符号を付して説明を省
略する。
【００６５】
　なお、本発明の吸収性物品においては、拡散シートの幅が、吸収体の排泄部位における
幅の８０％以下のものであることが好ましい。例えば、吸収体の幅方向全域に拡散シート
が配置された場合には、排泄液が拡散シートによって吸収体の側縁を超えて、吸収体が存
在しない部位まで拡散してしまうことがある。また、このように構成することによって、
比較的高価な拡散シートの使用量を少なくすることができ、吸収性物品をより安価なもの
とすることができる。なお、拡散シートは、吸収体の排泄部位における幅の５０％以上の
幅のものであることが好ましく、６５％以上の幅のものであることが更に好ましい。例え
ば、拡散シートの幅が、吸収体の排泄部位における幅の５０％未満であると、排泄液を十
分に拡散させることができず、排泄液の吸収速度が低下してしまうことがある。
【００６６】
　また、拡散シートは、吸収体の長手方向全体に亘って配置されていてもよいが、一部に
配置されていてもよい。拡散シートの長手方向の長さについては、吸収体に形成された孔
部の開口部を含む領域を覆うように配置することが可能な大きさであれば特に制限はない
が、拡散シートの長さは、吸収体の長さの３５％以上であることが好ましく、５０％以上
であることが更に好ましい。このように構成することによって、排泄部位を覆い、長手方
向に排泄液を良好に拡散させることができるとともに、吸収速度を良好に向上させること
ができる。
【００６７】
　もちろん、拡散シートは、吸収体の長手方向の全域を覆うように配置してもよい。この
ように構成することによって、製造時に拡散シートの位置合わせをしなくとも、拡散シー
トを、吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように配置することができるため、吸収性
物品を簡便に製造することが可能となる。
【００６８】
　拡散シートとして多孔性プラスチックフィルムを用いた場合には、この多孔性プラスチ
ックフィルムの孔の形状は、漏斗状、即ち、多孔性プラスチックフィルムの表面側から裏
面側に向かって、孔の開口部の大きさが漸減する形状であることが好ましい。このように
構成することによって、多孔性プラスチックフィルムの孔から排泄液の通過が良好に行わ
れるとともに、液戻りが軽減される。
【００６９】
　また、拡散シートの厚みについては特に制限はないが、例えば、拡散シートとして多孔
性プラスチックフィルムを用いた場合には、２００～１５００μｍであることが好ましく
、３５０～１２００μｍであることが更に好ましい。
【００７０】
　通常、気孔径の大きな多孔性プラスチックフィルム等は、排泄液の拡散性には優れてい
るが、トップシートの直下に配置した場合などでは、非孔部となるフィルムの上部にあた
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るトップシートに液が残り易く、表面のドライ感が悪くなることがあった。本発明の第一
の吸収性物品は、吸収体に孔部が形成され、その孔部を覆うように吸収体の裏面側に拡散
シートを配置する構成であるため、拡散シートが吸収体に対して十分な面積を設けて配置
されながらも、トップシートと隔離した状態、又はトップシートに対しては限られた面積
で接するように配置されるため、上記したようにトップシートの液残りが少なくなり、十
分な拡散性を発揮させることができる。
【００７１】
　また、吸収体裏面に配置する拡散シートは、着色されたものであってもよい。着色され
た拡散シートを用いることによって、吸収体の孔部をトップシート側から確認し易くなり
、着用者が吸収性物品を用いる際に、吸収性物品を孔部に沿って折り曲げ易くなる。
【００７２】
　なお、図１０Ａのように、拡散シート２３が、吸収体２２と略同一の幅のものである場
合には、例えば、製造時に拡散シートの位置合わせをしなくとも、吸収体の孔部の開口部
を含む領域を覆うように拡散シートを配置することができるため、吸収性物品を簡便に製
造することが可能となる。
【００７３】
　一方、図１０Ｂのように、拡散シート２３が、吸収体２２よりも幅広のものである場合
には、例えば、吸収体の側縁から排泄液が流出した場合に、拡散シートがこれを受け止め
て、吸収体の裏面に拡散させることが可能となり、液漏れを有効に防止することができる
。
【００７４】
［１－２］第二の吸収性物品：
　次に、本発明の第二の吸収性物品の一の実施形態について具体的に説明する。本発明の
第二の吸収性物品は、図１１及び図１２に示すように、吸収体６２と、吸収体６２の表面
を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシート１８と
、吸収体６２の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバックシート２０とを備えた吸
収性物品６１であって、吸収体６２は、第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂとを有
し、第一の吸収体６２ａは、第一の吸収体６２ａの表面から裏面に貫通する孔部６５が形
成されており、第一の吸収体６２ａの表面にはトップシート１８が配置されるとともに、
第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂとの間には、第一の吸収体６２ａの孔部６５の
開口部を含む領域を覆うように、第一の吸収体６２ａよりも液透過性の高い拡散シート６
３が配置されている吸収性物品６１である。
【００７５】
　即ち、本発明の第二の吸収性物品は、これまでに説明した第一の吸収性物品の拡散シー
トの裏面側に、更に別の吸収体（第二の吸収性物品における第二の吸収体）を備えたもの
である。このように構成することによって、上記した第一の吸収性物品と同様の効果を得
ることができる。また、本発明の第二の吸収性物品は、吸収体全体の吸収力を増大させる
ことができるとともに、第一の吸収体の孔部から拡散シートに到達した排泄液を、第一の
吸収体の裏面と第二の吸収体の表面とにて吸収することができる。このため、排泄液の吸
収速度を更に増加させることが可能であるとともに、排泄液の液漏れを有効に防止するこ
とができる。
【００７６】
　なお、ここで、図１１は、本発明の第二の吸収性物品の一の実施形態を示す一部切り欠
き平面図であり、第二の吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。また
、図１２は、図１１に示す第二の吸収性物品をＥ－Ｅ’線に沿って切断した断面を示す概
略断面図である。
【００７７】
［１－２ａ］第一の吸収体：
　本発明の第二の吸収性物品に用いられる第一の吸収体は、第一の吸収体の表面から裏面
に貫通する孔部が形成されたものである。この第一の吸収体の表面にはトップシートが配
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置されるとともに、第一の吸収体と第二の吸収体との間、即ち、第一の吸収体の裏面側に
は、第一の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように、第一の吸収体よりも液透過性
の高い拡散シートが配置されている。
【００７８】
　この第一の吸収体は、これまでに説明した第一の吸収性物品における吸収体と同様に構
成されたものを好適に用いることができる。なお、第一の吸収体に形成される孔部の構成
についても、第一の吸収性物品における孔部と同様に構成されていることが好ましい。
【００７９】
［１－２ｂ］第二の吸収体：
　図１１及び図１２に示すように、本発明の第二の吸収性物品６１に用いられる第二の吸
収体６２ｂは、第一の吸収体６２ａに配置された拡散シート６３の裏面に配置された吸収
体である。
【００８０】
　本発明の第二の吸収性物品に用いられる第一の吸収体と第二の吸収体とは、その構成す
る吸収性材料が同様のものであってもよいし、異なるものであってもよい。即ち、第一の
吸収体と第二の吸収体の一方については、型崩れ防止のために、熱融着繊維等の合成繊維
を混合してもよい。また、トップシート側から厚さ方向に距離のある第二の吸収体を、排
泄液を貯蔵するための吸収体となるように、第一の吸収体よりも高吸水性ポリマーの配合
比率を高める方法が有効である。このように構成することによって、第一の吸収体におけ
る排泄液の偏在を低下させることができ、体圧が掛かった場合に逆戻りを生じ難くするこ
とができる。例えば、上記とは逆の構成、即ち、トップシート側に近い第一の吸収体にお
ける高吸収性ポリマーの配合比率を高くした場合には、トップシートからポリマー漏れが
起こってしまうことがある。
【００８１】
　図１１及び図１２に示す吸収性物品６１は、第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂ
との間に拡散シート６３を挟むようにして第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂとを
積層したものであるが、例えば、図１３に示すように、第一の吸収体６２ａと第二の吸収
体６２ｂとが、その外縁における側縁又は端縁の一部にて接合されていてもよい。このよ
うに構成することによって、第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂとによって排泄液
を良好に吸収することができる。
【００８２】
　なお、図示はしていないが、吸収体は高吸収性ポリマーの漏れを防止するためや、製造
ライン上で、吸収体の変形を防止するために、キャリアーとしてシート状である親水性シ
ート等で吸収体の裏面や側面を包む構成が一般的に採用されており、本発明の吸収性物品
においても、このような親水性シート等で第一の吸収体や第二の吸収体を包んでいてもよ
い。なお、吸収体は、その全体が親水性シートによって包まれていてもよいし、吸収体の
一部が親水性シートによって包まれていてもよい。
【００８３】
　なお、図１２及び図１３においては、第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂとが同
程度の大きさである場合の例を示しているが、例えば、図１４Ａ及び図１４Ｂに示すよう
に、第一の吸収体６２ａと第二の吸収体６２ｂとが異なる大きさのものであってもよい。
なお、図１４Ａは、第一の吸収体６２ａよりも第二の吸収体６２ｂが小さく、且つ第一の
吸収体６２ａの裏面に配置された拡散シート６３と同程度の大きさの第二の吸収体６２ｂ
を有する場合の例を示し、図１４Ｂは、第一の吸収体６２ａよりも第二の吸収体６２ｂが
小さく、且つ第一の吸収体６２ａの裏面に配置された拡散シート６３よりも大きな第二の
吸収体６２ｂを有する場合の例を示している。もちろん、第一の吸収体よりも第二の吸収
体が大きなものであってもよい。
【００８４】
　また、図１４Ａ及び図１４Ｂに示す吸収性物品においては、トップシート１８が、第一
の吸収体６２ａの表面を被覆するとともに、第一の吸収体６２ａの孔部６５の内側面、及
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び孔部６５から露出している拡散シート６３を被覆するものであり、トップシート１８と
拡散シート６３とが、第一の吸収体６２ａの裏面側の孔部６５の開口部にて接合された例
を示している。トップシートと拡散シートは直接接合されていてもよいが、吸収体を包む
親水性シートを介して接合されていてもよい。
【００８５】
　更に、この第二の吸収体は、例えば、図１５に示すように、第一の吸収体６２ａの裏面
側（即ち、第二の吸収体６２ｂの表面側）に配置された拡散シート６３とともに、第一の
吸収体６２ａの孔部６５の開口部に対応する領域を除いて、親水性シート５１によって包
み込まれているものであってもよい。このように構成することによって、孔部から拡散シ
ートへの排泄液の浸透を阻害することなく、第二の吸収体からＳＡＰが漏洩することを防
止し、第二の吸収体に形状安定性を付与することができるという利点がある。
【００８６】
　なお、図１５に示す吸収性物品６１は、孔部において、トップシートの直下に拡散シー
ト６３配置されているが、拡散シート６３の表面又は裏面に親水シート５１が配置されて
いてもよい。また、図１５においては、拡散シート６３は第二の吸収体６２ｂとともに親
水性シート５１により包まれているが、親水性シートに包まれた第二の吸収体の表面に配
置されていてもよい。
【００８７】
　また、本発明の吸収性物品においては、第二の吸収体についても、第二の吸収体の表面
から裏面に貫通する孔部（以下「第二の孔部」ということがある）が形成されたものであ
ってもよい。このように構成することによって、第二の吸収体を第二の孔部にて折り曲げ
てフィット性を更に向上させることが可能となるとなる。
【００８８】
　なお、図１６Ａに示すように、第二の吸収体６２ｂに第二の孔部６６を形成する場合に
は、第一の吸収体６２ａの孔部６５と同位置に第二の孔部６６を形成してもよいし、図１
６Ｂに示すように、第一の吸収体６２ａの孔部６５と、第二の吸収体６２ｂの第二の孔部
６６とを異なる位置に形成してもよい。
【００８９】
　なお、上記した第二の孔部の開口部の形状については特に制限はないが、第一の吸収体
の孔部（以下、「第一の孔部ということがある）と同様に、第二の孔部の開口部が吸収体
の長手方向に延びる細長形状である場合には、その幅が５～３５ｍｍであることが好まし
く、１０～２５ｍｍであることが更に好ましい。また、第一の孔部と第二の孔部とは、吸
収体の幅方向における長さ（以下、孔部の幅という）が同一のものであっても、異なるも
のであってもよい。例えば、第一の吸収体においては、流速が早く、比較的多くの量の排
泄液が通過可能なように、第一の孔部の幅を幅広に形成し、第二の吸収体においては、拡
散シートによって拡散された流速の遅い排泄液が通過するため、第二の孔部の幅を第一の
孔部の幅よりも狭くなるように形成してもよい。
【００９０】
　なお、図１６Ａのように、第一の吸収体６２ａの第一の孔部６５と第二の吸収体６２ｂ
の第二の孔部６６とを同位置に形成した場合には、排泄液が第二の吸収体６２ｂの裏面側
まで比較的容易に到達するため、第二の吸収体の裏面からも排泄液を吸収する効果が高く
なる。また、それぞれの孔部（第一の孔部及び第二の孔部）の形成する位置を、一部が同
じであり、その他が異なるように構成してもよい。それぞれの孔部の形成する位置を一部
が同じとなるように構成した場合には、孔部での折り曲げが容易となり、吸収性物品を着
用者の体型に合わせて適宜折り曲げて排泄部位に密着させ易くなる。
【００９１】
　一方、図１６Ｂのように、第一の吸収体６２ａの第一の孔部６５と第二の吸収体６２ｂ
の第二の孔部６６とをずらして異なる位置に形成した場合には、第一の吸収体６２ａの裏
面に配置された拡散シート６３の排泄液の保持時間が長くなるため、第一の吸収体６２ａ
の裏面及び第二の吸収体６２ｂの表面からの吸収量を多くすることができる。
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【００９２】
　なお、第一の孔部と第二の孔部との位置は、少なくとも一部が異なるように構成されて
いることが好ましい。例えば、第一の吸収体と第二の吸収体とで全ての孔部の位置が同じ
場合には、孔部に相当する領域に吸収体が全く配置されずに、トップシートと拡散シート
とバックシートが順次積層した構成となってしまうことがあり、孔部がよれ等で塞がり易
くなってしまうことがある。第一の孔部と第二の孔部との位置を少なくとも異なるように
することによって、吸収性物品を折り曲げる際も、適度に折り曲げ位置にコシを持たせる
ことができ、吸収性物品の形状が安定し易く、フィット性を向上させることができる。
【００９３】
　また、第一の孔部と第二の孔部は、排泄部位となる幅方向の中央付近では、同位置にな
るように形成し、その側縁部においては、いずれか一方の孔部のみを形成してもよい。こ
のように構成することによって、排泄部位となる幅方向の中央を折り曲げ易くなり、着用
者に吸収体を密着させ易くなる。更に、側縁部に形成された孔部によって側縁部が適度に
折れ曲がり、フィット性を更に向上させることができる。
【００９４】
　本発明の第二の吸収性物品においては、図示は省略するが、吸収体を三つ以上の積層構
造としてもよい。なお、このような積層構造とする場合には、孔部（第一の孔部）が形成
された第一の吸収体が、着用者の肌側に位置するように、吸収体の最上層に配置する。
【００９５】
　また、例えば、図１２に示す第二の吸収性物品６１においては、第一の吸収体６２ａに
配置された拡散シート６３が、吸収体６２の幅よりも小さい場合の例を示しているが、例
えば、図１７に示すように、拡散シート６３として、第一の吸収体６２ａ及び第二の吸収
体６２ｂの幅と同程度の大きさのものを用いてもよい。
【００９６】
　更に、例えば、図１８に示すように、第一の吸収体６２ａの裏面に配置された拡散シー
ト６３が、第二の吸収体６２ｂ全体を覆うように配置されたものであってもよい。このよ
うに構成することによって、拡散シート６３に浸透した排泄液は、第一の吸収体６２ａの
裏面と第二の吸収体６２ｂの表面とから吸収されるだけでなく、第二の吸収体６２ｂの側
面及び裏面からも吸収されることとなり、排泄液の量が多い場合に有効である。また、一
旦、第一の吸収体６２ａの裏面と第二の吸収体６２ｂの表面に吸収された排泄液が、この
拡散シート６３を伝って比較的吸収量の少ない領域に徐々に拡散していくため、孔部６５
に近い領域の吸収体の吸収力が飽和し難く、長期間、液漏れすることなく良好に使用する
ことができる。
【００９７】
　なお、図１８においては、拡散シートが第二の吸収体の全体を覆うように配置された場
合の例を示しているが、例えば、図示は省略するが、拡散シートが、少なくとも第二の吸
収体の表面と側縁部とを覆い、第二の吸収体の裏面の中央部分に隙間ができるように配置
されていてもよいし、また、第二の吸収体全体を覆った後に、拡散シートの側縁部が重な
り合うように配置されていてもよい。
【００９８】
［１－２ｃ］拡散シート：
　本発明の第二の吸収性物品に用いられる拡散シートは、上記した本発明の第一の吸収性
物品に用いられる拡散シートと同様に構成されたものを好適に用いることができる。
【００９９】
［１－３］第三の吸収性物品：
　次に、本発明の第三の吸収性物品の一の実施形態について具体的に説明する。本発明の
第三の吸収性物品は、図１９及び図２０に示すように、吸収体７２と、吸収体７２の表面
を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシート１８と
、吸収体７２の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバックシート２０とを備えた吸
収性物品７１であって、吸収体７２は、第一の吸収体７２ａと第二の吸収体７２ｂとを有
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し、第一の吸収体７２ａは、第一の吸収体７２ａの表面から裏面に貫通する孔部７５（以
下、「第一の孔部」ということがある）が形成され、第二の吸収体７２ｂは、第二の吸収
体７２ｂの表面から裏面に貫通する孔部７６（以下、「第二の孔部」ということがある）
が形成されており、第一の吸収体７２ａの表面にはトップシート１８が配置されるととも
に、第一の吸収体７２ａと第二の吸収体７２ｂとの間には、第一の吸収体７２ａの第一の
孔部７５の開口部を含む領域を覆うように、第一の吸収体７２ａよりも液透過性の高い第
一の拡散シート７３が配置され、且つ、第二の吸収体７２ｂの裏面には、第二の吸収体７
２ｂの第二の孔部７６の開口部を含む領域を覆うように、第二の吸収体７２ｂよりも液透
過性の高い第二の拡散シート７４が配置されている吸収性物品７１である。
【０１００】
　即ち、本発明の第三の吸収性物品は、これまでに説明した第一の吸収性物品の拡散シー
トの裏面側に、表面から裏面に貫通する第二の孔部が形成された別の吸収体（第三の吸収
性物品における第二の吸収体）を備え、更に、この第二の吸収体の第二の孔部の開口部を
含む領域を覆うように、第二の吸収体よりも液透過性の高い第二の拡散シートが配置され
たものである。このように構成することによって、上記した第一の吸収性物品及び第二の
吸収性物品と同様の効果を得ることができる。また、本発明の第三の吸収性物品は、吸収
体全体の吸収力を増大させることができるとともに、第一の吸収体の孔部から第一の拡散
シートに到達した排泄液を、第一の吸収体の裏面と第二の吸収体の表面とにて吸収し、更
に、第二の吸収体の第二の孔部から第二の拡散シートに到達した排泄液を、第二の吸収体
の裏面にて吸収することができるため、排泄液の吸収速度を更に増加させること可能とな
るとともに、排泄液の液漏れを有効に防止することができる。
【０１０１】
　なお、ここで、図１９は、本発明の第三の吸収性物品の一の実施形態を示す一部切り欠
き平面図であり、第三の吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。また
、図２０は、図１９に示す第三の吸収性物品をＦ－Ｆ’線に沿って切断した断面を示す概
略断面図である。
【０１０２】
［１－３ａ］第一の吸収体：
　本発明の第三の吸収性物品に用いられる第一の吸収体は、第一の吸収体の表面から裏面
に貫通する孔部が形成されたものである。この、第一の吸収体の表面にはトップシートが
配置されるとともに、第一の吸収体と第二の吸収体との間、即ち、第一の吸収体の裏面側
には、第一の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように、第一の吸収体よりも液透過
性の高い第一の拡散シートが配置されている。
【０１０３】
　この第一の吸収体は、これまでに説明した第二の吸収性物品における第一の吸収体と同
様に構成されたものを好適に用いることができる。なお、第一の吸収体に形成される孔部
の構成についても、第二の吸収性物品における孔部と同様に構成されていることが好まし
い。
【０１０４】
［１－３ｂ］第二の吸収体：
　本発明の第三の吸収性物品に用いられる第二の吸収体は、図１９及び図２０に示すよう
に、第一の吸収体７２ａに配置された第一の拡散シート７３の裏面に配置された吸収体で
ある。なお、第三の吸収性物品に用いられる第二の吸収体は、第二の吸収体の表面から裏
面に貫通する第二の孔部が形成されたものであれば、上述した第二の吸収性物品に用いら
れる第二の吸収体と同様に構成されたものを好適に用いることができる。
【０１０５】
　本発明の第三の吸収性物品に用いられる第一の吸収体と第二の吸収体とは、上記した第
二の吸収性物品と同様に、その構成する吸収性材料が同様のものであってもよいし、異な
るものであってもよい。
【０１０６】
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　なお、図１９及び図２０においては、第一の吸収体７２ａと第二の吸収体７２ｂとが同
程度の大きさの場合の例を示しているが、第一の吸収体と第二の吸収体とが異なる大きさ
のものであってもよい。
【０１０７】
　なお、図１９及び図２０においては、第一の吸収体７２ａの第一の孔部７５と、第二の
吸収体７２ｂの第二の孔部７６とが、同位置に形成された例を示しているが、例えば、図
２１に示すように、第一の吸収体７２ａの第一の孔部７５と、第二の吸収体７２ｂの第二
の孔部７６とが、異なる位置に形成されていてもよい。ここで、図２１は、本発明の第三
の吸収性物品の他の実施形態を示す概略断面図である。なお、図２１において、図１９及
び図２０に示す吸収性物品の各要素と同様に構成されているものについては、同一の符号
を付して説明を省略する。
【０１０８】
［１－３ｃ］第一の拡散シート：
　本発明の第三の吸収性物品に用いられる第一の拡散シートは、上記した本発明の第一の
吸収性物品に用いられる拡散シートと同様に構成されたものを好適に用いることができる
。
【０１０９】
［１－３ｄ］第二の拡散シート：
　本発明の第三の吸収性物品に用いられる第二の拡散シートは、第二の吸収体の裏面側に
、第二の吸収体の第二の孔部の開口部を含む領域を覆うように配置する拡散シートである
。この第二の拡散シートは、上記した本発明の第一の吸収性物品に用いられる拡散シート
と同様に構成されたものを好適に用いることができる。
【０１１０】
　なお、第三の吸収性物品においては、この第一の拡散シートと第二の拡散シートとが、
同じ素材からなる拡散シートであってもよいし、異なる素材からなる拡散シートであって
もよい。
【０１１１】
　例えば、トップシートに近い位置に配置される第一の拡散シートには、局所的に排泄液
が集中して流入することがあるため、より液透過性の高い、即ち、拡散能力の高い素材か
らなる拡散シートを用いることが好ましい。また、例えば、第一の拡散シート及び第二の
拡散シートのうち、一方の拡散シートとして嵩高不織布を用い、他方の拡散シートとして
レジンボンド不織布を用いることもできる。このように、製法の異なるシートを、その特
性に応じて使い分けることができる。
【０１１２】
　また、素材の異なる拡散シート、例えば、一方の拡散シートとして不織布を用い、他方
の拡散シートとして多孔性プラスチックフィルムを用いることもできる。例えば、吸収性
物品に体圧が掛からないような場合には、拡散シートとして嵩高不織布を用い、排泄液を
高速で拡散させるようにしてもよいし、体圧が掛かる場合には、多孔性プラスチックフィ
ルムにより拡散を阻害しないようにするなど、吸収性物品の使用状況に応じて、拡散シー
トの素材を適宜選択してもよい。
【０１１３】
　また、この第二の拡散シートの大きさについては、第二の吸収体の第二の孔部の開口部
を含む領域を覆うように配置することが可能なものであれば、第一の吸収体の裏面に配置
された第一の拡散シートと同一の大きさのものであってもよいし、異なる大きさのもので
あってもよい。なお、第一の拡散シートと第二の拡散シートとの大きさを異なるものとす
る場合には、よりトップシートに近い側の第一の拡散シートを大きなものとすることによ
り、排泄液の初期の拡散を促進することができるため、排泄液の吸収速度をより向上させ
ることができる。
【０１１４】
　また、本発明の吸収性物品においては、吸収体を三つ以上有するものとし、第二の拡散
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シートの裏面側に、更に別の吸収体（例えば、第三の吸収体）を配置してもよいし、この
別の吸収体（第三の吸収体）に孔部を形成し、この別の吸収体（第三の吸収体）の裏面側
に更に別の拡散シート（例えば、第三の拡散シート）を配置してもよい。
【０１１５】
［１－４］本発明の吸収性物品（第一～第三の吸収性物品）の共通の構成：
　以下、本発明の吸収性物品（第一～第三の吸収性物品）に共通する各要素の構成につい
て説明する。
【０１１６】
［１－４ａ］トップシート：
　トップシートは、吸収体の表面（吸収性物品を使い捨ておむつとして用いた場合には、
おむつの装着時において着用者の肌側に位置する面）を被覆するように配置されるシート
である。トップシートは、その裏面側に配置された吸収体に、着用者の尿を吸収させる必
要から、その少なくとも一部（全部ないし一部）が液透過性材料により構成される。
【０１１７】
　トップシートを構成する液透過性材料としては、例えば、織布、不織布、多孔性フィル
ム等を挙げることができる。中でも、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ナ
イロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いることが好まし
い。トップシートは単一のシート材によって構成されていてもよいが、複数のシート材に
よって構成されていてもよい。
【０１１８】
　また、本発明の吸収性物品（第一～第三の吸収性物品）においては、吸収体（第一の吸
収体）の表面に沿ってトップシートが配置された構成、例えば、図２に示すような、吸収
体２２に形成された孔部１５の表面側の開口部を覆うようにトップシートが配置されたも
のであってもよいが、例えば、第一の吸収性物品においては、トップシートが、吸収体の
表面を被覆するとともに、吸収体の孔部の内側面、及び孔部から露出している拡散シート
を被覆するものであり、トップシートと拡散シートとが、吸収体の裏面側の孔部の開口部
にて接合されていてもよい。また、第二の吸収性物品や第三の吸収性物品においても、ト
ップシートが、第一の吸収体の表面を被覆するとともに、第一の吸収体の孔部の内側面、
及び孔部から露出している拡散シート（第三の吸収性物品においては第一の拡散シート）
を被覆するものであり、トップシートと拡散シート（第一の拡散シート）とが、第一の吸
収体の裏面側の孔部の開口部にて接合されていてもよい。
【０１１９】
　例えば、図２２は、第一の吸収性物品１において、トップシート１８が、吸収体２２の
表面を被覆するとともに、吸収体２２の孔部１５の内側面、及び孔部１５から露出してい
る拡散シート２３を被覆するものであり、トップシート１８と拡散シート２３とが、吸収
体２２の裏面側の孔部１５の開口部にて接合された例を示し、図２３は、第二の吸収性物
品６１において、トップシート１８が、第一の吸収体６２ａの表面を被覆するとともに、
第一の吸収体６２ａの孔部６５の内側面、及び孔部６５から露出している拡散シート６３
を被覆するものであり、トップシート１８と拡散シート６３とが、第一の吸収体６２ａの
裏面側の孔部６５の開口部にて接合された場合の例を示している。
【０１２０】
　このように構成することによって、孔部に沿って吸収体が折り曲がり易くなり、着用者
に対するフィット性を更に向上させることができる。また、孔部に配置されたトップシー
トを透過した排泄液は、直接拡散シート（第三の吸収性物品においては第一の拡散シート
）に浸透するため、拡散シートによってより多くの排泄液を拡散させることが可能となり
、排泄液の吸収速度を更に向上させることができる。更に、孔部の型崩れを有効に防止す
ることができる。
【０１２１】
　ここで、図２２は、本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図であり
、図２３は、本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。なお、
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図２２及び図２３において、図２及び図１２に示す吸収性物品の各要素と同様に構成され
ているものについては、同一の符号を付して説明を省略する。
【０１２２】
　また、例えば、図１５に示すように、第一の吸収体６２ａの孔部６５の開口部に対応す
る領域を除いて、親水性シート５１によって第二の吸収体６２ｂが包み込まれている吸収
性物品６１においても、図２４に示すように、トップシート１８が、第一の吸収体６２ａ
の孔部６５の内側面、及び孔部６５から露出している拡散シート６３を被覆し、トップシ
ート１８と拡散シート６３とが、第一の吸収体６２ａの裏面側の孔部６５の開口部にて接
合されていてもよい。このように構成することによって、図２２及び図２３に示す吸収性
物品と同様の効果を得ることができる。なお、図面では、拡散シートは親水性シートに包
まれているが、親水性シートの上面に拡散シートが配置されていてもよい。
【０１２３】
［１－４ｂ］バックシート：
　バックシートは、吸収体の裏面、例えば、吸収性物品を使い捨ておむつとして用いた場
合には、着用者の着衣側に位置する面を被覆するように配置されるシートである。バック
シートは、尿等の排泄液が外部に漏洩してしまうことを防止する必要から、液不透過性材
料によって構成される。
【０１２４】
　バックシートを構成する液不透過性材料としては、例えば、ポリエチレン等の樹脂から
なる液不透過性フィルム等を挙げることができ、中でも、微多孔性ポリエチレンフィルム
を用いることが好ましい。この微多孔性ポリエチレンフィルムは、０．１～数μｍの微細
な孔が多数形成されており、液不透過性ではあるが透湿性を有するため、使い捨ておむつ
して用いた場合に、おむつ内部の蒸れを防止することができるという利点がある。
【０１２５】
　また、本発明の第二の吸収性物品においては、例えば、図２５に示すように、バックシ
ート２０が、第二の吸収体６２ｂの裏面を被覆するとともに、第二の吸収体６２ｂの第二
の孔部６６の内側面、及び第二の吸収体６２ｂの表面側の第二の孔部６６から露出してい
る拡散シート６３を被覆するものであり、バックシート２０と拡散シート６３とが、第二
の吸収体６２ｂの表面側の第二の孔部６６の開口部にて接合されていてもよい。このよう
に構成することによって、第二の孔部に沿って吸収体が折り曲がり易くなり、着用者に対
するフィット性を更に向上させることができる。また、第二の孔部の型崩れを有効に防止
することができる。
【０１２６】
　なお、本発明の吸収性物品を使い捨ておむつとして用いる場合には、このバックシート
には、その外表面側にシート材（カバーシート）を貼り合わせてもよい。このカバーシー
トは、バックシートを補強し、バックシートの手触り（触感）を良好なものとするために
用いられる。
【０１２７】
　カバーシートを構成する材料としては、例えば、織布、不織布等を挙げることができる
。中でも、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル等の熱可塑性樹脂からなる乾式
不織布、湿式不織布を用いることが好ましい。
【０１２８】
［２］使い捨ておむつ：
　次に、本発明の吸収性物品を、使い捨ておむつとして用いた実施形態について説明する
。なお、本発明の吸収性物品は、テープ型おむつ、パンツ型おむつ、尿パッド等の使い捨
ておむつに適用することができる。以下、１ピースタイプのテープ型おむつを例として説
明する。
【０１２９】
　なお、本明細書において「テープ型おむつ」とは、図２６に示すテープ型おむつ１００
のように、吸収体２２と、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシート１８と、
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液不透過性材料からなるバックシート２０とを備えるとともに、前身頃２、股下部４及び
後身頃６の各部から構成されており、後身頃６の左右の各側縁６ａ，６ｂから延出するよ
うに配置され、後身頃６を前身頃２に対して固定するためのファスニングテープ７を更に
備えた使い捨ておむつを意味するものとする。
【０１３０】
　また、本明細書において「パンツ型おむつ」とは、図２７に示すパンツ型おむつ１１０
のように、前身頃２と後身頃６の対応する側縁部同士（側縁部２ａ，６ａ、側縁部２ｂ，
６ｂ）を接合することによって、接合部８、一つのウエスト周り開口部１０及び一対の脚
周り開口部１２ａ，１２ｂが形成され、予めパンツ型に構成されたおむつを意味するもの
とする。
【０１３１】
　そして、「１ピースタイプ」とは、後述する２ピースタイプとは異なり、トップシート
、バックシート、吸収体を備えているが、吸収・保持機能を担う吸収体がトップシートと
バックシートの間に介装（内蔵）され、装着機能を担うトップシート及び／又はバックシ
ートと一体的に構成されたタイプのおむつを意味するものとする。
【０１３２】
　また、本明細書において、「前身頃」とは、着用者におむつを装着した際に、着用者の
腹側（身体前方）を覆う部分、「股下部」とは、着用者におむつを装着した際に、着用者
の股下を覆う部分、「後身頃」とは、着用者におむつを装着した際に、着用者の背側（身
体後方）を覆う部分を意味するものとする。
【０１３３】
［２－１］テープ型おむつの構成：
　本発明の吸収性物品の実施形態であるテープ型おむつは、これまでに説明した第一～第
三の吸収性物品における吸収体と同様に構成された吸収体を備えている。
【０１３４】
　即ち、第一の吸収性物品のように、吸収体が、その表面から裏面に貫通する孔部が形成
されたものであり、吸収体の表面にはトップシートが配置されるとともに、吸収体の裏面
には、孔部の開口部を含む領域を覆うように、吸収体よりも液透過性の高い拡散シートが
配置されているか、又は、第二の吸収性物品のように、吸収体が、その表面から裏面に貫
通する孔部が形成された第一の吸収体と、前記第一の吸収体の裏面側に配置された第二の
吸収体とを有し、第一の吸収体の表面にはトップシートが配置されるとともに、第一の吸
収体と第二の吸収体との間には、第一の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように、
第一の吸収体よりも液透過性の高い拡散シートが配置されているか、又は、第三の吸収性
物品のように、吸収体が、その表面から裏面に貫通する孔部が形成された第一の吸収体と
、その表面から裏面に貫通する孔部が形成され、第一の吸収体の裏面側に配置された第二
の吸収体とを有し、第一の吸収体の表面にはトップシートが配置されるとともに、第一の
吸収体と第二の吸収体との間には、第一の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように
、第一の吸収体よりも液透過性の高い第一の拡散シートが配置され、且つ、第二の吸収体
の裏面には、第二の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように、第二の吸収体よりも
液透過性の高い第二の拡散シートが配置されている。
【０１３５】
　例えば、図２６に示すテープ型おむつは、第一の吸収性物品と同様の構成、即ち、吸収
体２２が、その表面から裏面に貫通する孔部１５が形成されたものであり、吸収体２２の
表面にはトップシート１８が配置され、吸収体２２の裏面には、孔部１５の開口部を含む
領域を覆うように、吸収体２２よりも液透過性の高い拡散シート２３が配置されている。
【０１３６】
　本実施形態のテープ型おむつは、排泄液の吸収性に優れるとともに、着用者に対するフ
ィット性が良好なものである。即ち、尿等の排泄液は、吸収体（第二及び第三の吸収性物
品においては、第一の吸収体）の排尿部位にて吸収されるとともに、その排泄液の一部が
吸収体の孔部を通過して、吸収体よりも液透過性の高い拡散シート（第三の吸収性物品に
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おいては、第一の拡散シート）に浸透し、この拡散シートを経由して、吸収体の裏面から
排泄液が吸収される。このように、排泄液がより広い領域で吸収されるため、吸収性に優
れている。
【０１３７】
　更に、本実施形態のテープ型おむつは、吸収体の孔部を、吸収体の長手方向に沿って細
長形状に形成することにより、この孔部によって吸収体が折れ曲がり着用者の排尿部位に
密着し易くなり、着用者に対するフィット性を向上させることができる。また、吸収体が
孔部によって折れ曲がるため脚周り等に隙間ができ難く、脚周り等からの液漏れ（いわゆ
る「横漏れ」）を有効に防止することもできる。
【０１３８】
　なお、本実施形態のテープ型おむつを構成する吸収体、トップシート、及びバックシー
トは、これまでに説明した本発明の第一～第三の吸収性物品における各構成要素と同様に
構成されたものを好適に用いることができる。
【０１３９】
　なお、本実施形態のテープ型おむつにおいては、トップシートは単一のシート材によっ
て構成されていてもよいが、複数のシート材によって構成されていてもよい。例えば、吸
収体の上面部に配置されるトップシートと、おむつのサイドフラップの部分に配置される
トップシートとを異なるシートによって構成する形態もよく利用される。図２６に示すテ
ープ型おむつ１００は、おむつの中央部には液透過性材料からなるトップシート１８（セ
ンターシート１８ａ）を配置し、おむつのサイドフラップ５部分には液の透過に対して抵
抗性を示す通気撥水性材料からなるトップシート１８（サイドシート１８ｂ）を配置した
例である。
【０１４０】
　また、例えば、バックシートは、おむつの外形と一致するように構成されたものを用い
てもよいし、バックシートの外表面側にシート材（カバーシート）を貼り合わせてもよい
。このカバーシートは、バックシートを補強し、バックシートの手触り（触感）を良好な
ものとするために用いられる。なお、図２６に示すテープ型おむつ１００においては、お
むつの外形と一致する形状のバックシート２０を配置した例を示している。また、バック
シートは少なくとも吸収体を覆う範囲で配置されていればよい。吸収体よりやや大きい範
囲でバックシートを配置し、着用者の側部にあたるサイドフラップ部分にカバーシートと
サイドシートにより構成することで、より通気性に優れた使い捨ておむつとすることがで
きる。上記サイドフラップ部分を別体の不織布などで構成してもよい。
【０１４１】
　なお、本実施形態のテープ型おむつ１００においては、図２６に示すように、吸収体２
２の孔部１５が、少なくともテープ型おむつ１００の前身頃２から股下部４に至るまでの
部位、即ち、排尿部位に形成されていることが好ましい。このように構成することによっ
て、排泄液（尿）の吸収性に優れるとともに、着用者に対するフィット性が良好なものと
なる。また、排泄液の逆戻りも有効に防止することができる。
【０１４２】
［２－２］立体ギャザー：
　本実施形態のテープ型おむつにおいては、着用者の排泄した尿の横漏れを防止するため
、立体ギャザーを備えていてもよい。立体ギャザーは、着用者の排泄した尿の横漏れを防
止するための部材であり、立体的に起立可能なように構成された防漏壁である。このよう
な立体ギャザーを形成することにより、立体ギャザーが防波堤となり、おむつの脚周り開
口部等からの横漏れを有効に防止することができる。
【０１４３】
　立体ギャザーの構成は、従来の使い捨ておむつや、その他の吸収性物品に使用される構
成を採用することができる。例えば、撥水性のシート材の一部に伸縮材（立体ギャザー伸
縮材）を配置し、その立体ギャザー伸縮材によってシート材にギャザー（襞）を形成した
もの等を好適に用いることができる。
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【０１４４】
　なお、立体ギャザーは、トップシートやバックシートとは全く別個のシート材により形
成してもよいが、センターシートやサイドシート等のトップシートを折り返すことにより
形成してもよい。例えば、図２６に示すテープ型おむつ１００は、サイドシート１８ｂを
折り返すことにより立体ギャザー２６（２６ａ，２６ｂ）を形成した例である。但し、立
体ギャザーは、バックシート等のトップシート以外の部材を折り返すことにより形成して
もよい。
【０１４５】
　この立体ギャザーは、股下部からの漏れを防止するため、少なくとも股下部に形成され
ていればよいが、前身頃や後身頃に形成されていてもよい。例えば、図２６に示すテープ
型おむつ１００は、おむつの長手方向に沿って、股下部４から前身頃２と後身頃６の双方
にかけて連続的に、一対の立体ギャザー２６（２６ａ，２６ｂ）が形成された例を示すも
のである。また、立体ギャザーは、少なくとも一対形成する必要があるが、二対以上形成
してもよい。
【０１４６】
　立体ギャザーはおむつの内側に向かって傾倒する内倒しギャザーであってもよいし、お
むつの外側に向かって傾倒する外倒しギャザーであってもよい。また、高さ方向の一部に
、曲げ部や折り返し部を形成した立体ギャザー（Ｃ折りギャザーやＺ折りギャザー等）と
することもできる。例えば、図２６に示すテープ型おむつ１００は、立体ギャザー２６（
２６ａ，２６ｂ）を内倒しギャザーとした例である。
【０１４７】
［２－３］ファスニングテープ：
　ファスニングテープは、テープ型おむつを着用者に対して装着させるためのテープであ
る。おむつの背部と腹部とを相互に固定することで、テープ型おむつをパンツ型とし、着
用者に装着可能なものであれば特にその形状や構造について制限はない。
【０１４８】
　例えば、図２６に示すテープ型おむつ１００は、後身頃６の両側縁部に二対のファスニ
ングテープ７が配置されたものである。これらのファスニングテープ７は、前身頃２の外
表面に配置されたフロントパッチ１１に対して貼着可能に構成されている。ファスニング
テープ７をフロントパッチ１１に貼着することによって、おむつの後身頃６と前身頃２と
が相互に固定され、おむつを着用者に装着することができる。
【０１４９】
　また、図２６に示すテープ型おむつ１００は、ファスニングテープ７を二対備えたもの
であるが、ファスニングテープ７を一対だけ備えたものや三対以上備えたものであっても
同様の効果を得ることができる。また、一対のファスニングテープ７の先端に、２箇所の
止着部分が延出した二山テープであってもよい。
【０１５０】
　本発明において、ファスニングテープとしては、粘着テープ、メカニカルファスナー等
のいずれを使用してもよい。メカニカルファスナーは、例えば、表面に多数の突起（鉤状
、きのこ状、錨状等）が形成された凸部材（フック材）と、表面にループ状の繊維が配置
されたもの、もしくは短繊維で構成された不織布等の凹部材（ループ材）とを組み合わせ
たもの等が用いられることが多い。このファスナーは、ループ材の表面にフック材を重ね
合わせ、フック材の多数の突起をループ材の表面に係合させることにより、両部材を剥離
可能な状態に、かつ、強固に固着させることができるものである。
【０１５１】
［２－４］各種伸縮材：
　テープ型おむつにおいては、脚周り伸縮材を配置し、ウエスト周り伸縮材を配置するこ
とが好ましい。
【０１５２】
　脚周り伸縮材は、脚周り開口部に沿って配置される伸縮材である。この脚周り伸縮材を
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配置することによって、脚周り開口部に伸縮性に富むギャザー（レグギャザー）を形成す
ることができる。従って、脚周りに隙間が形成され難くなり、脚周り開口部からの液漏れ
を効果的に防止することができる。また、脚周り伸縮材を配置すると、おむつを交換する
際に吸収体の両側で脚周り伸縮材が収縮するため、股下部近傍が椀状に変形し、凹部が形
成される。このため、尿や体液等の排泄液がその凹部に溜まり、排泄液をこぼすことなく
、容易におむつの交換を行うことができる。
【０１５３】
　例えば、図２６に示すテープ型おむつ１００は、おむつの長手方向に沿って、直線的に
二本の脚周り伸縮材４０を配置してレグギャザーを形成した例である。この脚周り伸縮材
４０は、糸ゴムによって構成されている。但し、脚周り伸縮材は、必ずしも直線的に配置
する必要はなく、例えば、おむつの脚周り開口部のカーブに沿って曲線的に配置してもよ
い。
【０１５４】
　脚周り伸縮材は、例えば、図２６に示すテープ型おむつ１００のように、立体ギャザー
２６の起立線４６より外側の部分に、脚周り伸縮材４０が形成されていることが好ましい
。このような構成とすると、立体ギャザーの十分な防漏効果を確保しつつ、股下部の装用
感・装着感を向上させることができる。
【０１５５】
　なお、図２６に示すテープ型おむつ１００は、脚周り伸縮材４０の形状、配置位置、配
置数等を左右対称とした例を示したが、これらが左右非対称なものも本発明の範囲に含ま
れる。そして、図２６に示すテープ型おむつ１００では、脚周り伸縮材４０が片側につき
二本配置された例を示したが、一本だけ配置されていてもよいし、三本以上配置されてい
てもよい。また、複数の脚周り伸縮材を用いる場合、その太さや伸張率等も目的に応じて
適宜設定すればよく、全て同じものを用いる必要はない。
【０１５６】
　ウエスト周り伸縮材は、ウエスト周り開口部に沿って配置される伸縮材である。ウエス
ト周り伸縮材を配置することによって、ウエスト開口部に伸縮性に富むギャザー（ウエス
トギャザー）を形成することができる。このウエストギャザーにより、ウエスト周りに隙
間が形成され難くなり、ウエスト周りからの液漏れを防止することができる他、着用者へ
のおむつのフィット性が良好となり、おむつのずり下がりが防止される。
【０１５７】
　なお、図２６に示すテープ型おむつ１００は、おむつの後身頃６の端縁に沿って帯状の
ウレタンフィルムからなるウエスト周り伸縮材４２を配置した例である。この帯状のウエ
スト周り伸縮材４２は、ウレタンフォーム等の伸縮性フォームによって構成されていても
よい。図示の例では、後身頃（背側）のみにウエスト周り伸縮材４２を配置しているが、
前身頃（腹側）にウエスト周り伸縮材を配置してもよい。
【０１５８】
　これらの伸縮材については、ギャザーの収縮の程度等を勘案した上で、構成材料、その
材料の伸長率、固定時の伸長状態等を決定すればよい。
【０１５９】
　伸縮材としては、従来の使い捨ておむつで使用されてきた伸縮材を好適に用いることが
できる。具体的には、天然ゴムや合成ゴム（ウレタンゴム等）の弾性材からなる糸ゴム、
平ゴムの他、伸縮性ネット、伸縮性フィルム、伸縮性フォーム（ウレタンフォーム等）等
を挙げることができる。
【０１６０】
　伸縮材は、十分な伸縮力を作用させるため、伸長状態で固定することが好ましい。例え
ば、伸縮材が天然ゴムや合成ゴムである場合には、１１０～４００％の伸長状態で固定す
ることが好ましく、２００～３００％の伸長状態で固定することがより好ましい。このよ
うな範囲の伸長状態で固定することにより、十分な伸縮力を作用させることが可能となる
。
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【０１６１】
　前記のような伸縮材は、おむつの他の構成部材に対して、接着剤その他の手段により固
定される。固定方法としては、例えば、ホットメルト接着剤、その他の流動性の高い接着
剤を用いた接着であってもよいし、ヒートシールをはじめとする熱や超音波等による溶着
であってもよい。
【０１６２】
［２－５］テープ型おむつの製造方法：
　以下、本発明の吸収性物品であるテープ型おむつの製造方法を、図２６に示すテープ型
おむつ１００を製造する場合の例で説明する。まず、テープ型おむつに用いる吸収体（図
２６においては、第一の吸収性物品の吸収体２２）に、孔部１５を形成する。具体的には
、吸収体の形状に積繊すべく形成されているフォーミングドラムの凹部の中に、孔部に相
当する部分に凸部を形成しておき、吸収体の中にパルプ等が積繊されていない孔部を形成
する方法を挙げることができる。また、孔部のない吸収体を形成した後に、孔部に相当す
る部分を打ち抜き等の方法によって抜き取り、孔部を形成することもできる。
【０１６３】
　次に、バックシート２０の材料となる長尺のシート材（バックシート材）の上面に、拡
散シート２３、上記した孔部１５を形成した吸収体２２及び脚周り伸縮材４０を載置し、
更にその上面にトップシート１８の材料となる長尺のシート材（トップシート材）を載置
することにより、おむつの中間体となる積層体（おむつ連続体）を得る。この際、吸収体
２２の裏面側の孔部１５の開口部を覆うように拡散シート２３を配置する。また、トップ
シート材は、センターシート１８ａに相当するトップシート材と、サイドシート１８ｂに
相当するトップシート材の２種類が使用される。サイドシート１８ｂに相当するシート材
には折り返し部分を設けることによって、立体ギャザー２６が形成されている。
【０１６４】
　なお、吸収体として、例えば、図１２に示すような、第二の吸収体を有するものを製造
する場合には、拡散シートの裏面に第二の吸収体を配置する。この第二の吸収体には、第
二の孔部を形成してもよいし、更に、この第二の吸収体の裏面に第二の拡散シートを配置
してもよい。
【０１６５】
　前記のようにして得られたおむつ連続体は、おむつの脚周り開口部に相当する部分を円
弧状に切り抜いて切除し（Ｒカット）、脚周り開口部を形成する。最後にファスニングテ
ープ７を付設し、おむつ連続体を個々のおむつに切断することにより、テープ型おむつ１
００を製造する。
【０１６６】
　なお、上記のような方法の他、予めトップシート材にファスニングテープを付設してお
き、バックシート材の上面に、拡散シート、吸収体及び脚周り伸縮材を載置し、更にその
上面にファスニングテープが付設されたトップシート材を載置することにより、おむつ連
続体を得てもよい。また、前記のような一連の工程は、機械的な手段によって連続的に行
うことが可能である。例えば、長尺のシート材をローラーから連続的に送出する等の方法
・装置を採用することにより、テープ型おむつの連続製造が可能となり、生産性の向上に
資する。
【０１６７】
［２－６］使い捨ておむつの適用対象：
　本発明の吸収性物品である使い捨ておむつの適用対象は、前記１ピースタイプのテープ
型おむつに限られるものではなく、例えば、２ピースタイプのテープ型おむつにも適用す
ることができる。また、１ピースタイプ及び２ピースタイプのパンツ型おむつにも適用す
ることができる。また、おむつ等の股下部に配置して使用する尿パッドに適用することも
できる。即ち、これらの使い捨ておむつにおいても、第一～第三の吸収性物品と同様に構
成された吸収体及び拡散シートを有する構成とすることにより、これまでに説明した１ピ
ースタイプのテープ型おむつと同様の効果を得ることができる。
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【０１６８】
　「２ピースタイプ」とは、着用者の排泄物を吸収し、保持する機能（吸収・保持機能）
を担う吸収性本体と、着用者の身体を被包する機能（装着機能）を担う外装部材とから構
成され、外装部材の内側に吸収性本体が配置されたタイプのおむつである。
【０１６９】
　吸収性本体は、吸収体、トップシート及びバックシートを構成要素として備えた部材で
あり、トップシートとバックシートの間に吸収体を挟み込み、吸収体の周縁部を封着する
ことによって製造することができる。吸収性本体は、少なくともおむつの股下部をカバー
するサイズに構成される。但し、漏れ防止の効果を確実なものとするため、股下部のみな
らず前身頃や後身頃の一部をもカバーする大きさに構成することが好ましい。吸収性本体
は、例えばホットメルト接着剤等を用いて、外装部材に対して固定することができる。
【０１７０】
　一方、外装部材は、着用者の身体を被包するための装着機能を担う部材であり、具体的
には、前身頃、股下部及び後身頃の各部を形成するシート状の部材である。２ピースタイ
プのテープ型おむつやパンツ型おむつは、着用者の排泄液を吸収し、保持する吸収・保持
機能については、専ら吸収性本体が果たすことになるので、外装部材を構成する材料とし
て液不透過性材料を用いる必要はない。外装部材を構成する材料としては、例えば、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、その他の熱可塑性樹脂からなる合成繊維によ
って構成された不織布等を挙げることができる。
【実施例】
【０１７１】
　以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定
されるものではない。
【０１７２】
〔１〕拡散シートの選定：
　本発明の吸収性物品においては、吸収性物品に用いる吸収体よりも液透過性の高い拡散
シートが用いられるため、吸収性物品に使用する吸収体と拡散シートとの液透過性を比較
し、拡散シートの選定を行った。
【０１７３】
　拡散シートの選定においては、吸収体としては、以下の二種類の吸収体ａ，ｂを用い、
拡散シートとしては、以下の三種類の拡散シートａ～ｃを用いた。
【０１７４】
〔吸収体ａ〕
　吸収体ａとしては、パルプのみから構成された吸収体を用いた。吸収体ａの大きさは４
２５ｍｍ×１００ｍｍで、坪量は２００ｇ／ｍ２ である。
【０１７５】
〔吸収体ｂ〕
　吸収体ｂとしては、パルプ他と高吸水性ポリマーとの割合が３０：７０となるように構
成された吸収体を用いた。なお、「パルプ他」とは、吸収性材料に用いられる材料のうち
高吸水性ポリマー以外のもののことである。吸収体ｂの大きさは３１０ｍｍ×１５０ｍｍ
で、坪量は３５０ｇ／ｍ２ である。
【０１７６】
〔拡散シートａ〕
　拡散シートａとしては、嵩高不織布（エアースルー不織布、福助工業社製　商品名「フ
クロンＰ２０」）を用いた。拡散シートａの坪量は１９．５ｇ／ｍ２ である。
【０１７７】
〔拡散シートｂ〕
　拡散シートｂとしては、トリデガー（Ｔｒｅｄｅｇａｒ）社製の多孔性のフィルム（商
品名「ＡｑｕｉＤｒｙ」）を用いた。この多孔性のフィルムは、厚さ１０００μｍで、坪
量は３６．３ｇ／ｍ２ である。
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〔拡散シートｃ〕
　拡散シートｃとしては、ティシュを用いた。このティシュの坪量は１９．５ｇ／ｍ２ で
ある。
【０１７９】
〔トップシート，バックシート〕
　トップシートとしては、カードエンボス（レンゴー・ノンウーブン・プロダクツ社製、
坪量２３ｇ／ｍ２ ）を用いた、バックシートとしては、液不透過性シートを用いた。
【０１８０】
〔１－１〕拡散シートの選定方法：
　拡散シートを選定する方法は、まず、上記した吸収体ａ，ｂ単体（試験体Ａ，Ｂ）と、
これらの吸収体の上面に上記拡散シートａ～ｃのいずれかを配置した吸収体（試験体Ｃ～
Ｇ）とを用意する。
【０１８１】
　次に、それぞれの吸収体（試験体Ａ～Ｇ）の下面に上記バックシートを配置し、更に、
それぞれの吸収体（試験体Ａ～Ｇ）の上面（試験体Ｃ～Ｇにおいては拡散シートの上面）
に、上記トップシートを配置して、トップシートとバックシートとによって、それぞれの
吸収体（試験体Ａ～Ｇ）を介装する。
【０１８２】
　このようにして試験体Ａ～Ｇをトップシートとバックシートとによって介装した後、こ
れらの試験体Ａ～Ｇに対して、排泄液に見立てた１００ｍｌの生理食塩水（０．９質量％
ＮａＣｌ）を吸収させ、全ての生理食塩水が試験体Ａ～Ｇに吸収されるのにかかる時間（
吸収時間）を測定する。拡散シートａ～ｃのいずれかを配置した試験体Ｃ～Ｇにおいては
、拡散シートの表面から生理食塩水を吸収させた。
【０１８３】
　なお、生理食塩水を試験体Ａ～Ｇに吸収させる際には、その中央部に開口部の直径が２
４ｍｍの孔部が形成された吸収速度測定板（ステンレス製１００ｍｍ×１００ｍｍ×８．
５ｍｍ、質量６５０ｇ）を、試験体Ａ～Ｇの表面に配置し、前記吸収速度測定板の孔部に
、生理食塩水を滴下し、生理食塩水が試験体Ａ～Ｇに吸収され、吸収速度測定板の孔部か
ら確認されなくなるまでの吸収時間（秒）を測定した。
【０１８４】
　また、吸収体ａ，ｂ単体（試験体Ａ，Ｂ）の吸収時間（秒）と、拡散シートを表面に配
置した試験体の吸収時間（秒）との比較から、それぞれの拡散シートの液透過性の評価を
行った。拡散シートを配置した試験体のほうが吸収時間が短い場合には、吸収体よりも、
その表面に配置した拡散シートの液透過性が高いということであり、逆に、吸収体ａ，ｂ
単体（試験体Ａ，Ｂ）のほうが吸収時間が短い場合には、吸収体よりも、その表面に配置
した拡散シートの液透過性が低いということである。表１に試験体Ａ～Ｇの構成と、吸収
時間の測定結果を示す。
【０１８５】
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【表１】

【０１８６】
　表１に示すように、拡散シートａの嵩高不織布（エアースルー不織布）、及び拡散シー
トｂの多孔性のフィルムは、吸収体ａ，ｂ単体（試験体Ａ，Ｂ）よりも液透過性が高いと
いうことが分かる。一方、拡散シートｃのティシュは、吸収体ａの表面に配置することに
よって、吸収体ａ単体の場合よりも吸収時間が増加しており、吸収体よりも液透過性が低
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いことが分かる。
【０１８７】
〔２〕吸収性物品の吸収性の評価（１）：
　吸収性物品に、排泄液に見立てた２００ｍｌの生理食塩水（０．９質量％ＮａＣｌ）を
吸収させ、全ての生理食塩水が吸収性物品に吸収されるのにかかる時間（吸収時間）を測
定して、吸収性物品の吸収性の評価（１）を行った。吸収時間の測定方法は、上記した拡
散シートを選定する際に行った吸収時間の測定方法と同様に吸収速度測定板を用いて、排
泄液に見立てた２００ｍｌの生理食塩水（０．９質量％ＮａＣｌ）が吸収性物品に吸収さ
れるまでの吸収時間（秒）を測定した。
【０１８８】
　吸収性物品の吸収性の評価（１）においては、吸収体として以下に示す第一の吸収体（
１）と第二の吸収体（１）とを備えたものを用いた。また、吸収性物品に拡散シートを配
置する場合には、上記した拡散シートの選定に用いた拡散シートａ～ｃのいずれかと同様
の材料からなる拡散シートを用いた。
【０１８９】
〔第一の吸収体（１）〕
　第一の吸収体（１）としては、上記拡散シートの選定に用いた吸収体ａと同様に構成さ
れたものである、パルプのみから構成された吸収体を用いた。第一の吸収体（１）の大き
さは４２５ｍｍ×１００ｍｍで、坪量は２００ｇ／ｍ２ である。
【０１９０】
〔第二の吸収体（１）〕
　第二の吸収体（１）としては、パルプ他と高吸水性ポリマーとの割合が３：２となるよ
うに構成された吸収体を用いた。なお、「パルプ他」とは、吸収性材料に用いられる材料
のうち高吸水性ポリマー以外のもののことである。第二の吸収体（１）の大きさは４２５
ｍｍ×１００ｍｍで、坪量は６００ｇ／ｍ２ である。
【０１９１】
〔実施例１〕
　吸収体と、この吸収体の表面を被覆するように配置され、少なくとも一部が液透過性材
料からなるトップシートと、吸収体の裏面に配置され、液不透過性材料からなるバックシ
ートとを備えた吸収性物品を製造した。
【０１９２】
　本実施例の吸収性物品の吸収体は、上記した第一の吸収体（１）と第二の吸収体（１）
と有するものであり、第一の吸収体（１）には、その表面から裏面に貫通する孔部を形成
した。また、この第一の吸収体（１）と第二の吸収体（１）との間には、第一の吸収体（
１）の孔部の開口部を含む領域を覆うように、上記拡散シートの選定に用いた拡散シート
ａの嵩高不織布（エアースルー不織布）を配置した。第一の吸収体（１）に形成する孔部
の開口部の大きさは２０ｍｍ×６０ｍｍとした。なお、拡散シートを配置する際には、第
一の吸収体（１）の裏面全域を覆うように配置した。
【０１９３】
　また、トップシートとしては、カードエンボス（レンゴー・ノンウーブン・プロダクツ
社製、坪量２３ｇ／ｍ２ ）を用いた、バックシートとしては、液不透過性シートを用いた
。
【０１９４】
〔実施例２〕
　第一の吸収体（１）と第二の吸収体（１）との間に配置する拡散シートとして、上記拡
散シートの選定に用いた拡散シートｂの多孔性のフィルムを用いた以外は、実施例１の吸
収性物品と同様に構成された吸収性物品を製造した。
【０１９５】
〔比較例１〕
　第一の吸収体（１）に孔部を形成せず、また、拡散シートも用いずに、第一の吸収体（
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１）と第二の吸収体（１）を積層したのみの吸収体を用いた以外は、実施例１の吸収性物
品と同様に構成された吸収性物品を製造した。
【０１９６】
〔比較例２〕
　拡散シートを用いずに、孔部の形成された第一の吸収体（１）と第二の吸収体（１）と
を積層した吸収体を用いた以外は、実施例１の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品
を製造した。
【０１９７】
〔比較例３〕
　第一の吸収体（１）と第二の吸収体（１）との間に配置する拡散シートとして、上記拡
散シートの選定に用いた拡散シートｃのティシュを用いた以外は、実施例１の吸収性物品
と同様に構成された吸収性物品を製造した。この比較例３の吸収性物品は、上記拡散シー
トの選定における試験体Ｅと同一の吸収体及び拡散シートの組み合わせである。
【０１９８】
　上記した実施例１，２及び比較例１～３の吸収性物品の構成と、上記した吸収性の評価
の結果を表２に示す。
【０１９９】
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【表２】

【０２００】
　表２に示すように、実施例１及び２の吸収性物品は、比較例１及び２の吸収性物品と比
較して、生理食塩水の吸収時間が短く、吸収性に優れたものであった。また、実施例１及
び２の吸収性物品と同様に拡散シートを配置した吸収性物品である比較例３は、第一の吸
収体よりも液透過性が低い拡散シートを用いたものであるため、拡散シートを配置してい
ない比較例２の吸収性物品よりも生理食塩水の吸収時間が長くなってしまった。
【０２０１】
〔３〕吸収性物品の吸収性の評価（２）：
　吸収性物品に、排泄液に見立てた１００、２００、又は３００ｍｌの生理食塩水（０．
９質量％ＮａＣｌ）を吸収させ、全ての生理食塩水が吸収性物品に吸収されるのにかかる
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定方法は、上記した吸収性物品の吸収性の評価（１）と同様の方法を用いた。
【０２０２】
　吸収性物品の吸収性の評価（２）においては、吸収体として以下に示す第一の吸収体（
２）と第二の吸収体（２）とを備えたものを用いた。また、吸収性物品に拡散シートを配
置する場合には、上記した拡散シートの選定に用いた拡散シートａ又はｂと同様の材料か
らなる拡散シートを用いた。
【０２０３】
〔第一の吸収体（２）〕
　第一の吸収体（２）としては、上記拡散シートの選定に用いた吸収体ｂと同様に構成さ
れたものである、パルプ他と高吸水性ポリマーとの割合が３０：７０となるように構成さ
れた吸収体を用いた。なお、「パルプ他」とは、吸収性材料に用いられる材料のうち高吸
水性ポリマー以外のもののことである。第一の吸収体（２）の大きさは３１０ｍｍ×１５
０ｍｍで、坪量は３５０ｇ／ｍ２ である。
【０２０４】
〔第二の吸収体（２）〕
　第二の吸収体（２）としては、パルプ他と高吸水性ポリマーとの割合が３０：７０とな
るように構成された吸収体を用いた。なお、「パルプ他」とは、吸収性材料に用いられる
材料のうち高吸水性ポリマー以外のもののことである。第二の吸収体（２）の大きさは３
１０ｍｍ×１５０ｍｍで、坪量は３５０ｇ／ｍ２ である。
【０２０５】
〔実施例３〕
　吸収体と、この吸収体の表面を被覆するように配置され、カードエンボス（レンゴー・
ノンウーブン・プロダクツ社製、坪量２３ｇ／ｍ２ ）のトップシートと、吸収体の裏面に
配置され、液不透過性材料からなるバックシートとを備えた吸収性物品を製造した。
【０２０６】
　本実施例の吸収性物品の吸収体は、上記した第一の吸収体（２）と第二の吸収体（２）
と有するものであり、第一の吸収体（２）には、その表面から裏面に貫通する孔部を形成
した。また、この第一の吸収体（２）と第二の吸収体（２）との間には、第一の吸収体（
２）の孔部の開口部を含む領域を覆うように、上記拡散シートの選定に用いた拡散シート
ａの嵩高不織布（エアースルー不織布）を配置した。第一の吸収体（２）に形成する孔部
の開口部の大きさは２０ｍｍ×６０ｍｍとした。なお、拡散シートを配置する際には、第
一の吸収体（２）の裏面全域を覆うように配置した。また、トップシートとバックシート
とは、実施例１と同様のものをシートを用いた。なお、以下、この第一の吸収体（２）の
裏面に配置した拡散シートを、第一の拡散シートということがある。実施例３の吸収性物
品の構成を表３に示す。
【０２０７】
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【表３】

【０２０８】
〔実施例４〕
　第二の吸収体として、第二の吸収体（２）の表面から裏面に貫通する第二の孔部が形成
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施例４）を製造した。なお、第二の吸収体（２）に形成した第二の孔部は、第一の吸収体
（２）の孔部と同位置、同形状となるように形成した。
【０２０９】
〔実施例５〕
　第二の吸収体（２）の裏面に、第二の吸収体（２）の第二の孔部の開口部を含む領域を
覆うように、拡散シート（第二の拡散シート）を配置した以外は、実施例４の吸収性物品
と同様に構成された吸収性物品（実施例５）を製造した。なお、第二の吸収体（２）の裏
面に配置した第二の拡散シートとしては、上記拡散シートの選定に用いた拡散シートａの
嵩高不織布（エアースルー不織布）を用いた。
【０２１０】
〔実施例６〕
　第一の拡散シートを用いずに、拡散シートとして、第二の吸収体の裏面に第二の拡散シ
ートのみが配置されていること以外は、実施例５の吸収性物品と同様に構成された吸収性
物品（実施例６）を製造した。
【０２１１】
〔実施例７〕
　第一の拡散シートとして、上記拡散シートの選定に用いた拡散シートｂの多孔性のフィ
ルムを用いたこと以外は、実施例５の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品（実施例
７）を製造した。
【０２１２】
〔実施例８〕
　第二の拡散シートとして、上記拡散シートの選定に用いた拡散シートｂの多孔性のフィ
ルムを用いたこと以外は、実施例５の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品（実施例
８）を製造した。
【０２１３】
〔実施例９〕
　第二の吸収体の第二の孔部を、第一の吸収体の孔部と異なる位置に形成したこと以外は
、実施例５の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品（実施例９）を製造した。
【０２１４】
〔比較例４～８〕
　第一の吸収体及び第二の吸収体の孔部、及びそれぞれの吸収体の裏面に配置する拡散シ
ートについて、表４に示すようにしたこと以外は、実施例３の吸収性物品と同様に構成さ
れた吸収性物品（比較例４～８）を製造した。なお、比較例７及び８の吸収性物品におい
ては、第一の吸収体の表面に、上記拡散シートの選定に用いた拡散シートａの嵩高不織布
（エアースルー不織布）を、表面側拡散シートとして配置した。
【０２１５】
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【０２１６】
〔実施例１０〕
　第一の拡散シートの大きさを、表５に示すように、２００ｍｍ×１５０ｍｍの長方形と
した以外は、実施例３の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品（実施例１０）を製造
した。なお、この拡散シートについても、第一の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆う
ように配置した。
【０２１７】
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【表５】

【０２１８】
〔実施例１１〕
　第一の拡散シートの大きさを、２００ｍｍ×１００ｍｍの長方形とした以外は、実施例
１の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品（実施例１１）を製造した。なお、この拡
散シートについても、第一の吸収体の孔部の開口部を含む領域を覆うように配置した。
【０２１９】
〔比較例９〕
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　比較例８の吸収性物品と同様に構成された吸収性物品（比較例９）を製造した。
【０２２０】
〔４〕考察：
　実施例１～９の本発明の吸収性物品は、排泄液に見立てた生理食塩水の吸収時間が、比
較例の吸収性物品よりも短く、吸収性に優れたものであった。なお、表２に示すように、
吸収体よりも液透過性の低い拡散シート（ティシュ）を用いた比較例３は、実施例１及び
２と同様に、第一の吸収体の裏面に拡散シートを配置した構成ではあるが、吸収時間が増
加してしまうという結果が得られた。
【０２２１】
　また、表３に示すように、拡散シートとして、多孔性のフィルムを用いた実施例７及び
８は、他の実施例と比較して大幅に吸収時間が短くなっており、吸収性の極めて優れたも
のであった。表３における実施例９のように、第一の拡散シート（２）と第二の拡散シー
ト（２）を同一の素材としてもよいが、実施例７及び８のように異なった素材にしてもよ
い。
【０２２２】
　また、表５に示すように、２００ｍｌ又は３００ｍｌという大量の生理食塩水を吸収さ
せた液吸収試験においても、比較例９の吸収性物品と比較して、吸収時間が短くなってお
り、吸収性に優れているということが確認できた。
【産業上の利用可能性】
【０２２３】
　本発明の吸収性物品は、乳幼児用、或いは高齢者・障害者等の成人用のテープ型又はパ
ンツ型の使い捨ておむつや衣類等の内部に配置して排泄液を吸収するための尿パッド、経
血を吸収する生理用ナプキン、及びおりものを吸収するおりものシート等として利用する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０２２４】
【図１】本発明の第一の吸収性物品の一の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり、吸
収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図２】図１に示す第一の吸収性物品をＡ－Ａ’線に沿って切断した断面を示す概略断面
図である。
【図３】図１に示す第一の吸収性物品をＢ－Ｂ’線に沿って切断した断面を示す概略断面
図である。
【図４】本発明の第一の吸収性物品の他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり、吸
収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図５】図４に示す第一の吸収性物品をＣ－Ｃ’線に沿って切断した断面を示す概略断面
図である。
【図６】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり
、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図７】図６に示す吸収性物品をＤ－Ｄ’線に沿って切断した断面を示す概略断面図であ
る。
【図８Ａ】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であ
り、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図８Ｂ】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であ
り、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図９Ａ】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であ
り、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図９Ｂ】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す一部切り欠き平面図であ
り、吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図１０Ａ】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１０Ｂ】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
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【図１１】本発明の第二の吸収性物品の一の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり、
吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図１２】図１１に示す第二の吸収性物品をＥ－Ｅ’線に沿って切断した断面を示す概略
断面図である。
【図１３】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１４Ａ】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１４Ｂ】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１５】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１６Ａ】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１６Ｂ】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１７】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１８】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図１９】本発明の第三の吸収性物品の一の実施形態を示す一部切り欠き平面図であり、
吸収性物品をトップシート側から見た状態を示す図である。
【図２０】図１９に示す第三の吸収性物品をＦ－Ｆ’線に沿って切断した断面を示す概略
断面図である。
【図２１】本発明の第三の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図２２】本発明の第一の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図２３】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図２４】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図２５】本発明の第二の吸収性物品の更に他の実施形態を示す断面図である。
【図２６】本発明の吸収性物品の更に他の実施形態としてのテープ型おむつを示す一部切
り欠き平面図であり、テープ型おむつを展開し、トップシート側から見た状態を示す図で
ある。
【図２７】本発明の吸収性物品の更に他の実施形態としてのパンツ型おむつを示す概略斜
視図であり、パンツ型おむつをその前方から見た状態を示す図である。
【符号の説明】
【０２２５】
１：吸収性物品（第一の吸収性物品）、２：前身頃、２ａ，２ｂ：側縁部、４：股下部、
５：サイドフラップ、６：後身頃、６ａ，６ｂ：側縁部、７：ファスニングテープ、８：
接合部、１０：ウエスト周り開口部、１１：フロントパッチ、１２，１２ａ，１２ｂ：脚
周り開口部、１４：吸収性本体、１５：孔部、１８：トップシート、１８ａ：センターシ
ート、１８ｂ：サイドシート、２０：バックシート、２２：吸収体、２３：拡散シート、
２６，２６ａ，２６ｂ：立体ギャザー、３６，３６ａ，３６ｂ：立体ギャザー伸縮材、４
０：脚周り伸縮材、４２：ウエスト周り伸縮材、４６：起立線、５１：親水性シート、６
１：吸収性物品（第二の吸収性物品）、６２：吸収体、６２ａ：第一の吸収体、６２ｂ：
第二の吸収体、６３：拡散シート、６５：孔部、６６：孔部（第二の孔部）、７１：吸収
性物品（第三の吸収性物品）、７２：吸収体、７２ａ：第一の吸収体、７２ｂ：第二の吸
収体、７３：拡散シート（第一の拡散シート）、７４：拡散シート（第二の拡散シート）
、７５：孔部、７６：孔部（第二の孔部）、１００：テープ型おむつ、１１０：パンツ型
おむつ。
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